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第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
か

ら
12
月
６
日
ま
で
の
、
会
期
７
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
い
ず
れ

も
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 
 

【 

条 
 

例 

】 
 
 

 

 

○
議
案
第
56
号 

 

奥
多
摩
町
高
校
生
等
の
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例 

○
議
案
第
57
号 

奥
多
摩
町
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

○
議
案
第
58
号 

奥
多
摩
町
登
計
原
山
村
広
場
運
動

公
園
の
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例 

〇
議
案
第
59
号 

奥
多
摩
町
立
学
校
施
設
の
開
放
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 

〇
議
案
第
60
号 

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費

用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
61
号 

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

〇
議
案
第
62
号 

奥
多
摩
町
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例 

  
 
 

【 

補
正
予
算 

】 
 
 

 
 

○
議
案
第
63
号 

一
般
会
計
（
第
３
号
） 

〇
議
案
第
64
号 

 

下
水
道
事
業
特
別
会
計
（
第
１
号
） 

〇
議
案
第
65
号 

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
（
第

１
号
） 

 
 

                          

      

 

第第
４４
回回
定定
例例
町町
議議
会会  

賛賛否否のの分分かかれれたた議議案案  

 請請
願願
・・
陳陳
情情
はは
！！  

３３
月月
定定
例例
会会
でで
はは
、、
２２
月月
1166
日日
まま

でで
にに
受受
理理
しし
たた
もも
のの
をを
審審
議議
しし
まま
すす
。。

そそ
れれ
以以
降降
のの
受受
付付
のの
場場
合合
はは
、、
次次
回回
定定

例例
会会
でで
審審
議議
すす
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
すす
。。

提提
出出
すす
るる
際際
はは
、、
次次
のの
ここ
とと
にに
ごご
注注
意意

くく
だだ
ささ
いい
。。  

①①
請請
願願
にに
はは
必必
ずず
１１
人人
以以
上上
のの
紹紹
介介

議議
員員
がが
必必
要要
でで
すす
。。
（（
陳陳
情情
はは
不不
要要

でで
すす
））  

②②
請請
願願
・・
陳陳
情情
者者
はは
、、
住住
所所
・・
氏氏
名名
・・

電電
話話
番番
号号
をを
必必
ずず
記記
載載
しし
、、
署署
名名

（（
記記
名名
のの
場場
合合
はは
押押
印印
））
しし
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。  

③③
提提
出出
はは
議議
会会
事事
務務
局局
へへ
ごご
持持
参参
くく

だだ
ささ
いい
。。（（
郵郵
送送
不不
可可
））  

④④
詳詳
しし
いい
ここ
とと
はは
議議
会会
事事
務務
局局
にに
おお

問問
いい
合合
せせ
くく
だだ
ささ
いい
。。  
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ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

①①小小学学校校・・中中学学校校一一貫貫教教育育ににつついいてて  

②②新新型型ココロロナナウウイイルルススととイインンフフルルエエ  

ンンザザのの同同時時流流行行ににつついいてて  

  

（（２２））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（４４ペペーージジ））  

  ①①町町有有地地ででああるる琴琴清清苑苑跡跡地地のの有有効効活活用用にに

つついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①「「デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想推推進進交交付付

金金」」制制度度のの取取組組ににつついいてて  

  ②②小小中中学学生生のの不不登登校校のの状状況況ににつついいてて  

  

（（４４））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①奥奥多多摩摩町町ににおおけけるる自自治治体体ＤＤＸＸ化化ななどどにに

つついいてて    

  

（（５５））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①「「食食品品ロロスス」」へへのの町町のの対対策策ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①新新教教育育長長のの就就任任ににああたたりり、、目目指指すす奥奥多多摩摩

のの教教育育ににつついいてて問問うう  

②②子子育育てて、、定定住住支支援援事事業業ににつついいてて  

  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①子子育育てて世世代代包包括括支支援援セセンンタターー、、産産後後ケケアア

事事業業推推進進ににつついいてて  

  

（（８８））３３番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①住住民民参参加加ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  ②②育育業業ににつついいてて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①公公金金決決済済シシスステテムムのの整整備備ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①町町道道のの安安全全性性ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①6600 代代世世代代のの方方へへのの助助成成制制度度ににつついいてて  

②②若若者者定定住住策策のの今今後後のの方方向向ににつついいてて  

③③英英語語ススピピーーキキンンググテテスストトＥＥＳＳＡＡＴＴ－－ＪＪ

ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

                            

                            

                            

                            

 令令和和４４年年第第４４回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで

閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町立立図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。                                  

3 
 

 

ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

①①小小学学校校・・中中学学校校一一貫貫教教育育ににつついいてて  

②②新新型型ココロロナナウウイイルルススととイインンフフルルエエ  

ンンザザのの同同時時流流行行ににつついいてて  

  

（（２２））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（４４ペペーージジ））  

  ①①町町有有地地ででああるる琴琴清清苑苑跡跡地地のの有有効効活活用用にに

つついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①「「デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想推推進進交交付付

金金」」制制度度のの取取組組ににつついいてて  

  ②②小小中中学学生生のの不不登登校校のの状状況況ににつついいてて  

  

（（４４））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①奥奥多多摩摩町町ににおおけけるる自自治治体体ＤＤＸＸ化化ななどどにに

つついいてて    

  

（（５５））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①「「食食品品ロロスス」」へへのの町町のの対対策策ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①新新教教育育長長のの就就任任ににああたたりり、、目目指指すす奥奥多多摩摩

のの教教育育ににつついいてて問問うう  

②②子子育育てて、、定定住住支支援援事事業業ににつついいてて  

  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①子子育育てて世世代代包包括括支支援援セセンンタターー、、産産後後ケケアア

事事業業推推進進ににつついいてて  

  

（（８８））３３番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①住住民民参参加加ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  ②②育育業業ににつついいてて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①公公金金決決済済シシスステテムムのの整整備備ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①町町道道のの安安全全性性ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①6600 代代世世代代のの方方へへのの助助成成制制度度ににつついいてて  

②②若若者者定定住住策策のの今今後後のの方方向向ににつついいてて  

③③英英語語ススピピーーキキンンググテテスストトＥＥＳＳＡＡＴＴ－－ＪＪ

ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

                            

                            

                            

                            

 令令和和４４年年第第４４回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃かからら、、ホホーームムペペーージジでで

閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町内内図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。                                  

3 
 

 

ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

①①小小学学校校・・中中学学校校一一貫貫教教育育ににつついいてて  

②②新新型型ココロロナナウウイイルルススととイインンフフルルエエ  

ンンザザのの同同時時流流行行ににつついいてて  

  

（（２２））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（４４ペペーージジ））  

  ①①町町有有地地ででああるる琴琴清清苑苑跡跡地地のの有有効効活活用用にに

つついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①「「デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想推推進進交交付付

金金」」制制度度のの取取組組ににつついいてて  

  ②②小小中中学学生生のの不不登登校校のの状状況況ににつついいてて  

  

（（４４））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①奥奥多多摩摩町町ににおおけけるる自自治治体体ＤＤＸＸ化化ななどどにに

つついいてて    

  

（（５５））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①「「食食品品ロロスス」」へへのの町町のの対対策策ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①新新教教育育長長のの就就任任ににああたたりり、、目目指指すす奥奥多多摩摩

のの教教育育ににつついいてて問問うう  

②②子子育育てて、、定定住住支支援援事事業業ににつついいてて  

  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①子子育育てて世世代代包包括括支支援援セセンンタターー、、産産後後ケケアア

事事業業推推進進ににつついいてて  

  

（（８８））３３番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①住住民民参参加加ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  ②②育育業業ににつついいてて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①公公金金決決済済シシスステテムムのの整整備備ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①町町道道のの安安全全性性ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①6600 代代世世代代のの方方へへのの助助成成制制度度ににつついいてて  

②②若若者者定定住住策策のの今今後後のの方方向向ににつついいてて  

③③英英語語ススピピーーキキンンググテテスストトＥＥＳＳＡＡＴＴ－－ＪＪ

ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

                            

                            

                            

                            

 令令和和４４年年第第４４回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで

閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町立立図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。                                  

3 
 

 

ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

①①小小学学校校・・中中学学校校一一貫貫教教育育ににつついいてて  

②②新新型型ココロロナナウウイイルルススととイインンフフルルエエ  

ンンザザのの同同時時流流行行ににつついいてて  

  

（（２２））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（４４ペペーージジ））  

  ①①町町有有地地ででああるる琴琴清清苑苑跡跡地地のの有有効効活活用用にに

つついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①「「デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想推推進進交交付付

金金」」制制度度のの取取組組ににつついいてて  

  ②②小小中中学学生生のの不不登登校校のの状状況況ににつついいてて  

  

（（４４））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①奥奥多多摩摩町町ににおおけけるる自自治治体体ＤＤＸＸ化化ななどどにに

つついいてて    

  

（（５５））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①「「食食品品ロロスス」」へへのの町町のの対対策策ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①新新教教育育長長のの就就任任ににああたたりり、、目目指指すす奥奥多多摩摩

のの教教育育ににつついいてて問問うう  

②②子子育育てて、、定定住住支支援援事事業業ににつついいてて  

  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①子子育育てて世世代代包包括括支支援援セセンンタターー、、産産後後ケケアア

事事業業推推進進ににつついいてて  

  

（（８８））３３番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①住住民民参参加加ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  ②②育育業業ににつついいてて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①公公金金決決済済シシスステテムムのの整整備備ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①町町道道のの安安全全性性ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①6600 代代世世代代のの方方へへのの助助成成制制度度ににつついいてて  

②②若若者者定定住住策策のの今今後後のの方方向向ににつついいてて  

③③英英語語ススピピーーキキンンググテテスストトＥＥＳＳＡＡＴＴ－－ＪＪ

ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

                            

                            

                            

                            

 令令和和４４年年第第４４回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃よよりり、、ホホーームムペペーージジでで

閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町立立図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。                                  

3 
 

 

ＱＲコード 

（（１１））７７番番  澤澤本本  幹幹男男議議員員（（４４ペペーージジ））  

①①小小学学校校・・中中学学校校一一貫貫教教育育ににつついいてて  

②②新新型型ココロロナナウウイイルルススととイインンフフルルエエ  

ンンザザのの同同時時流流行行ににつついいてて  

  

（（２２））５５番番  木木村村    圭圭議議員員（（４４ペペーージジ））  

  ①①町町有有地地ででああるる琴琴清清苑苑跡跡地地のの有有効効活活用用にに

つついいてて  

  

（（３３））1122 番番  原原島島  幸幸次次議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①「「デデジジタタルル田田園園都都市市国国家家構構想想推推進進交交付付

金金」」制制度度のの取取組組ににつついいてて  

  ②②小小中中学学生生のの不不登登校校のの状状況況ににつついいてて  

  

（（４４））９９番番  石石田田  芳芳英英議議員員（（５５ペペーージジ））  

  ①①奥奥多多摩摩町町ににおおけけるる自自治治体体ＤＤＸＸ化化ななどどにに

つついいてて    

  

（（５５））４４番番  小小山山  辰辰美美議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①「「食食品品ロロスス」」へへのの町町のの対対策策ににつついいてて  

  

（（６６））８８番番  小小峰峰  陽陽一一議議員員（（６６ペペーージジ））  

  ①①新新教教育育長長のの就就任任ににああたたりり、、目目指指すす奥奥多多摩摩

のの教教育育ににつついいてて問問うう  

②②子子育育てて、、定定住住支支援援事事業業ににつついいてて  

  

  

（（７７））１１番番  伊伊藤藤  英英人人議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①子子育育てて世世代代包包括括支支援援セセンンタターー、、産産後後ケケアア

事事業業推推進進ににつついいてて  

  

（（８８））３３番番  相相田田恵恵美美子子議議員員（（７７ペペーージジ））  

  ①①住住民民参参加加ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  ②②育育業業ににつついいてて  

  

（（９９））２２番番  森森田田  紀紀子子議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①公公金金決決済済シシスステテムムのの整整備備ににつついいてて  

  

（（1100））1100 番番  宮宮野野    亨亨議議員員（（８８ペペーージジ））  

①①町町道道のの安安全全性性ににつついいてて  

  

（（1111））６６番番  大大澤澤由由香香里里議議員員（（９９ペペーージジ））  

①①6600 代代世世代代のの方方へへのの助助成成制制度度ににつついいてて  

②②若若者者定定住住策策のの今今後後のの方方向向ににつついいてて  

③③英英語語ススピピーーキキンンググテテスストトＥＥＳＳＡＡＴＴ－－ＪＪ

ににつついいてて  

  

  

  

  

  

  

    

  

  

                            

                            

                            

                            

 令令和和４４年年第第４４回回定定例例会会でではは、、1111 名名のの議議員員がが一一般般質質問問をを行行いいままししたた。。ここここでではは、、紙紙面面のの都都合合にによよりり、、

内内容容をを要要約約ししてて質質問問者者順順にに掲掲載載ししてていいまますす。。質質問問・・答答弁弁のの全全文文はは、、２２月月中中旬旬頃頃かからら、、ホホーームムペペーージジでで

閲閲覧覧ででききまますす。。（（町町ホホーームムペペーージジ～～町町議議会会～～会会議議記記録録（（結結果果））））  

  ホホーームムペペーージジはは、、ススママーートトフフォォンン・・タタブブレレッットト端端末末等等ででももごご覧覧いいたただだけけまますす。。  

  ままたた、、町町内内図図書書館館ででもも会会議議録録ををごご覧覧いいたただだけけまますす。。                                  

令和 5年 2月５日発行町 議 会 だ よ り第 204 号（3）
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質質
問問
１１
現現
状状
のの
古古
里里
・・
氷氷
川川
小小
学学
校校
にに
おお

けけ
るる
メメ
リリ
ッッ
トト
・・
デデ
メメ
リリ
ッッ
トト
のの
現現
状状
確確

認認
をを
しし
たた
りり
、、
人人
口口
減減
少少
にに
よよ
るる
統統
合合
やや

統統
合合
しし
なな
いい
協協
議議
をを
行行
なな
うう
たた
めめ
のの

「「((

仮仮))

新新
たた
なな
奥奥
多多
摩摩
教教
育育
検検
討討
委委
員員
会会
」」

をを
設設
置置
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
小小
学学
校校
・・
中中
学学

校校
一一
貫貫
教教
育育
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと
はは
どど
うう
かか
。。

町町
でで
はは
既既
にに
行行
っっ
てて
いい
るる
部部
分分
もも
ああ
るる
がが

一一
貫貫
教教
育育
をを
発発
展展
ささ
せせ
一一
貫貫
校校
にに
しし
てて
よよ

りり
生生
徒徒
一一
人人
一一
人人
にに
添添
っっ
たた
指指
導導
すす
るる
考考

ええ
はは
。。
質質
問問
２２
ここ
のの
冬冬
はは
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ

イイ
ルル
スス
とと
季季
節節
性性
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同

時時
流流
行行
がが
懸懸
念念
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
今今
年年
のの
６６

月月
かか
らら
８８
月月
にに
多多
くく
のの
方方
がが
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ

ウウ
イイ
ルル
スス
にに
感感
染染
しし
てて
累累
計計
５５
百百
人人
をを
超超

ええ
町町
民民
のの
１１
割割
がが
感感
染染
しし
たた
。。
ウウ
イイ
ズズ
ココ

ロロ
ナナ
のの
時時
代代
のの
中中
でで
ここ
のの
冬冬
のの
新新
型型
ココ
ロロ

ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同
時時

流流
行行
にに
どど
うう
対対
応応
すす
るる
のの
かか
伺伺
うう
。。  

①①
特特
養養
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
等等
でで
流流
行行
しし
たた
場場
合合  

②②
多多
くく
のの
発発
熱熱
患患
者者
がが
病病
院院
にに
来来
たた
場場
合合  

③③
クク
ララ
スス
タタ
ーー
のの
経経
験験
をを
どど
うう
生生
かか
すす
かか  

教
育
長
１
町
は
平
成
29
年
度
に
奥
多
摩
中

学
校
、
平
成
30
年
度
に
古
里
・
氷
川
小
学
校

に
学
校
運
営
協
議
会
を
置
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

仕
組
み
で
小
中
一
貫
教
育
と
一
体
的
に
推

進
す
る
意
義
が
あ
る
。
中
学
校
教
諭
の
出
前

授
業
や
６
年
生
の
中
学
校
体
験
等
小
中
連

携
事
業
を
行
い
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
添

っ
た
指
導
を
す
る
。
町
長
２
①
感
染
予
防

の
周
知
啓
発
を
図
り
、
万
一
の
感
染
発
生
時

は
町
内
医
療
機
関
と
各
施
設
と
連
携
し
早

期
検
査
で
拡
大
防
止
に
努
め
、
都
に
対
し
入

院
調
整
を
要
請
し
防
護
服
等
支
給
し
防
疫

対
策
支
援
す
る
。
②
本
年
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

と
同
様
の
「
等
温
遺
伝
子
増
幅
検
査
装
置
」

を
導
入
し
た
。
15
分
程
度
で
結
果
が
判
明

す
る
。
町
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
て
予
防
し
同
時
流
行
へ
一
丸

と
な
っ
て
対
応
。
③
同
様
の
ケ
ー
ス
が
起
き

た
場
合
迅
速
に
支
援
体
制
が
と
れ
る
協
定

を
取
り
交
わ
す
。 

質質
問問
琴琴
清清
苑苑
のの
跡跡
地地
はは
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは

貴貴
重重
なな
広広
いい
平平
地地
でで
ああ
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
庁庁

舎舎
建建
設設
候候
補補
地地
とと
なな
っっ
たた
がが
、、
土土
砂砂
災災
害害

特特
別別
警警
戒戒
区区
域域
（（
レレ
ッッ
ドド
ゾゾ
ーー
ンン
））
にに
指指

定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
かか
らら
不不
適適
地地
とと
なな
っっ

たた
。。
ここ
のの
まま
まま
でで
はは
ここ
のの
大大
切切
なな
財財
産産
がが

何何
にに
もも
活活
用用
ささ
れれ
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
なな
いい
、、

無無
駄駄
なな
土土
地地
とと
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
町町
とと
しし

てて
、、
ここ
のの
きき
わわ
めめ
てて
大大
切切
なな
町町
民民
財財
産産
のの

土土
地地
をを
有有
効効
活活
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
、、
レレ
ッッ

ドド
ゾゾ
ーー
ンン
をを
解解
除除
すす
るる
たた
めめ
のの
施施
策策
をを
講講

ずず
るる
べべ
きき
とと
思思
うう
がが
、、
町町
のの
考考
ええ
はは
。。  

町
長
こ
の
土
地
の
一
部
は
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
該
当
し
、
開
発
に
制
限
が

あ
る
こ
と
や
立
地
条
件
及
び
土
地
の
形

状
な
ど
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
で
は
活
用
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
土
地
開
発
業
者
）
と
し

て
、
地
域
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、
青

梅
線
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域
活
性
化
へ

の
協
力
を
進
め
て
い
る
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
都
市
開
発
か
ら
、
当
該
土
地
の
利
活
用

の
提
案
が
あ
っ
た
。
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都

市
開
発
が
土
地
を
借
り
、
建
物
を
含
め
た

開
発
を
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
町
内

で
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
」
を
行

っ
て
い
るV

E
R
T
E
RE

（
バ
テ
レ
）
合
同
会

社
の
事
業
拡
大
に
伴
う
、
実
現
可
能
な
用

地
の
紹
介
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
当
該
土
地
の
利
活
用
が
難
し
い
と
の

考
え
だ
が
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都
市
開
発

は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
用
地
と

し
て
適
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
土
砂
災

害
防
止
法
な
ど
、
関
係
法
令
の
規
制
に
つ

い
て
、
既
に
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
に
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
諸
条
件
を
ク
リ
ア
し

た
上
で
、
当
該
事
業
を
実
施
し
た
い
意
向

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
町
、VE

R
T
E
RE

（
バ

テ
レ
）
合
同
会
社
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ

が
相
互
に
連
携
し
、
町
の
観
光
、
経
済
、

雇
用
そ
し
て
税
収
と
い
っ
た
、
地
域
に
と

っ
て
有
益
な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
実

現
に
向
け
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
。  

問問  

①①
小小
学学
校校
・・
中中
学学
校校
一一
貫貫
教教
育育
にに
つつ
いい
てて  

  
  

②②
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同
時時  

流流
行行
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
小
中
連
携
事
業
を
行
い
生
徒
に
添
っ
た
指
導
を
す
る 

②
同
時
流
行
に
備
え
て
感
染
予
防
の
「
周
知
啓
発
」
を
図
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

問問  

町町
有有
地地
でで
ああ
るる
琴琴
清清
苑苑
跡跡
地地
のの
有有
効効
活活
用用
にに

つつ
いい
てて  

答 

町
・
バ
テ
レ
・
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
の
実
現
に
向
け
て
取
組
む  

清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 
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・・
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、、
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多多
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をを
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置置
とと
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ここ
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がが
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学学
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・・
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校校
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貫貫
教教
育育
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと
はは
どど
うう
かか
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でで
はは
既既
にに
行行
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いい
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部部
分分
もも
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るる
がが
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をを
発発
展展
ささ
せせ
一一
貫貫
校校
にに
しし
てて
よよ

りり
生生
徒徒
一一
人人
一一
人人
にに
添添
っっ
たた
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はは
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とと
季季
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性性
イイ
ンン
フフ
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エエ
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ザザ
のの
同同

時時
流流
行行
がが
懸懸
念念
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いい
るる
。。
今今
年年
のの
６６

月月
かか
らら
８８
月月
にに
多多
くく
のの
方方
がが
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ

ウウ
イイ
ルル
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にに
感感
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しし
てて
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百百
人人
をを
超超

ええ
町町
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のの
１１
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がが
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。。
ウウ
イイ
ズズ
ココ
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のの
時時
代代
のの
中中
でで
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のの
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ウウ
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③③
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のの
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をを
どど
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は
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、
平
成
30
年
度
に
古
里
・
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学
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に
学
校
運
営
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会
を
置
き
コ
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テ
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ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
た
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コ
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テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
学
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と
地
域
を
つ
な
ぐ
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組
み
で
小
中
一
貫
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と
一
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的
に
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進
す
る
意
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が
あ
る
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中
学
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出
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授
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や
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生
の
中
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体
験
等
小
中
連

携
事
業
を
行
い
、
児
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一
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に
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を
す
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感
染
予
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の
周
知
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発
を
図
り
、
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の
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生
時
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機
関
と
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連
携
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期
検
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拡
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に
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、
都
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調
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を
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し
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服
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支
給
し
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支
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す
る
。
②
本
年
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Ｃ
Ｒ
検
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機
器

と
同
様
の
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等
温
遺
伝
子
増
幅
検
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装
置
」

を
導
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し
た
。
15
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で
結
果
が
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す
る
。
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接
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を
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同
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流
行
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と
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が
起
き

た
場
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迅
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に
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と
れ
る
協
定

を
取
り
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す
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。。
ここ
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まま
まま
でで
はは
ここ
のの
大大
切切
なな
財財
産産
がが

何何
にに
もも
活活
用用
ささ
れれ
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
なな
いい
、、

無無
駄駄
なな
土土
地地
とと
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
町町
とと
しし

てて
、、
ここ
のの
きき
わわ
めめ
てて
大大
切切
なな
町町
民民
財財
産産
のの

土土
地地
をを
有有
効効
活活
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
、、
レレ
ッッ

ドド
ゾゾ
ーー
ンン
をを
解解
除除
すす
るる
たた
めめ
のの
施施
策策
をを
講講

ずず
るる
べべ
きき
とと
思思
うう
がが
、、
町町
のの
考考
ええ
はは
。。  

町
長
こ
の
土
地
の
一
部
は
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
該
当
し
、
開
発
に
制
限
が

あ
る
こ
と
や
立
地
条
件
及
び
土
地
の
形

状
な
ど
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
で
は
活
用
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
土
地
開
発
業
者
）
と
し

て
、
地
域
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、
青

梅
線
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域
活
性
化
へ

の
協
力
を
進
め
て
い
る
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
都
市
開
発
か
ら
、
当
該
土
地
の
利
活
用

の
提
案
が
あ
っ
た
。
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都

市
開
発
が
土
地
を
借
り
、
建
物
を
含
め
た

開
発
を
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
町
内

で
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
」
を
行

っ
て
い
るV

E
R
T
E
RE

（
バ
テ
レ
）
合
同
会

社
の
事
業
拡
大
に
伴
う
、
実
現
可
能
な
用

地
の
紹
介
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
当
該
土
地
の
利
活
用
が
難
し
い
と
の

考
え
だ
が
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都
市
開
発

は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
用
地
と

し
て
適
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
土
砂
災

害
防
止
法
な
ど
、
関
係
法
令
の
規
制
に
つ

い
て
、
既
に
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
に
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
諸
条
件
を
ク
リ
ア
し

た
上
で
、
当
該
事
業
を
実
施
し
た
い
意
向

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
町
、VE

R
T
E
RE

（
バ

テ
レ
）
合
同
会
社
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ

が
相
互
に
連
携
し
、
町
の
観
光
、
経
済
、

雇
用
そ
し
て
税
収
と
い
っ
た
、
地
域
に
と

っ
て
有
益
な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
実

現
に
向
け
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
。  

問問  

①①
小小
学学
校校
・・
中中
学学
校校
一一
貫貫
教教
育育
にに
つつ
いい
てて  

  
  

②②
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同
時時  

流流
行行
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
小
中
連
携
事
業
を
行
い
生
徒
に
添
っ
た
指
導
を
す
る 

②
同
時
流
行
に
備
え
て
感
染
予
防
の
「
周
知
啓
発
」
を
図
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

問問  

町町
有有
地地
でで
ああ
るる
琴琴
清清
苑苑
跡跡
地地
のの
有有
効効
活活
用用
にに

つつ
いい
てて  

答 

町
・
バ
テ
レ
・
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
の
実
現
に
向
け
て
取
組
む  

清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 
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質質
問問
１１
現現
状状
のの
古古
里里
・・
氷氷
川川
小小
学学
校校
にに
おお

けけ
るる
メメ
リリ
ッッ
トト
・・
デデ
メメ
リリ
ッッ
トト
のの
現現
状状
確確

認認
をを
しし
たた
りり
、、
人人
口口
減減
少少
にに
よよ
るる
統統
合合
やや

統統
合合
しし
なな
いい
協協
議議
をを
行行
なな
うう
たた
めめ
のの

「「((

仮仮))

新新
たた
なな
奥奥
多多
摩摩
教教
育育
検検
討討
委委
員員
会会
」」

をを
設設
置置
とと
のの
ここ
とと
だだ
がが
、、
小小
学学
校校
・・
中中
学学

校校
一一
貫貫
教教
育育
をを
進進
めめ
るる
ここ
とと
はは
どど
うう
かか
。。

町町
でで
はは
既既
にに
行行
っっ
てて
いい
るる
部部
分分
もも
ああ
るる
がが

一一
貫貫
教教
育育
をを
発発
展展
ささ
せせ
一一
貫貫
校校
にに
しし
てて
よよ

りり
生生
徒徒
一一
人人
一一
人人
にに
添添
っっ
たた
指指
導導
すす
るる
考考

ええ
はは
。。
質質
問問
２２
ここ
のの
冬冬
はは
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ

イイ
ルル
スス
とと
季季
節節
性性
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同

時時
流流
行行
がが
懸懸
念念
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
今今
年年
のの
６６

月月
かか
らら
８８
月月
にに
多多
くく
のの
方方
がが
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ

ウウ
イイ
ルル
スス
にに
感感
染染
しし
てて
累累
計計
５５
百百
人人
をを
超超

ええ
町町
民民
のの
１１
割割
がが
感感
染染
しし
たた
。。
ウウ
イイ
ズズ
ココ

ロロ
ナナ
のの
時時
代代
のの
中中
でで
ここ
のの
冬冬
のの
新新
型型
ココ
ロロ

ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同
時時

流流
行行
にに
どど
うう
対対
応応
すす
るる
のの
かか
伺伺
うう
。。  

①①
特特
養養
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
等等
でで
流流
行行
しし
たた
場場
合合  

②②
多多
くく
のの
発発
熱熱
患患
者者
がが
病病
院院
にに
来来
たた
場場
合合  

③③
クク
ララ
スス
タタ
ーー
のの
経経
験験
をを
どど
うう
生生
かか
すす
かか  

教
育
長
１
町
は
平
成
29
年
度
に
奥
多
摩
中

学
校
、
平
成
30
年
度
に
古
里
・
氷
川
小
学
校

に
学
校
運
営
協
議
会
を
置
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
指
定
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ

仕
組
み
で
小
中
一
貫
教
育
と
一
体
的
に
推

進
す
る
意
義
が
あ
る
。
中
学
校
教
諭
の
出
前

授
業
や
６
年
生
の
中
学
校
体
験
等
小
中
連

携
事
業
を
行
い
、
児
童
生
徒
一
人
一
人
に
添

っ
た
指
導
を
す
る
。
町
長
２
①
感
染
予
防

の
周
知
啓
発
を
図
り
、
万
一
の
感
染
発
生
時

は
町
内
医
療
機
関
と
各
施
設
と
連
携
し
早

期
検
査
で
拡
大
防
止
に
努
め
、
都
に
対
し
入

院
調
整
を
要
請
し
防
護
服
等
支
給
し
防
疫

対
策
支
援
す
る
。
②
本
年
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
器

と
同
様
の
「
等
温
遺
伝
子
増
幅
検
査
装
置
」

を
導
入
し
た
。
15
分
程
度
で
結
果
が
判
明

す
る
。
町
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
実
施
し
て
予
防
し
同
時
流
行
へ
一
丸

と
な
っ
て
対
応
。
③
同
様
の
ケ
ー
ス
が
起
き

た
場
合
迅
速
に
支
援
体
制
が
と
れ
る
協
定

を
取
り
交
わ
す
。 

質質
問問
琴琴
清清
苑苑
のの
跡跡
地地
はは
、、
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは

貴貴
重重
なな
広広
いい
平平
地地
でで
ああ
るる
。。
奥奥
多多
摩摩
町町
庁庁

舎舎
建建
設設
候候
補補
地地
とと
なな
っっ
たた
がが
、、
土土
砂砂
災災
害害

特特
別別
警警
戒戒
区区
域域
（（
レレ
ッッ
ドド
ゾゾ
ーー
ンン
））
にに
指指

定定
ささ
れれ
てて
いい
るる
ここ
とと
かか
らら
不不
適適
地地
とと
なな
っっ

たた
。。
ここ
のの
まま
まま
でで
はは
ここ
のの
大大
切切
なな
財財
産産
がが

何何
にに
もも
活活
用用
ささ
れれ
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
なな
いい
、、

無無
駄駄
なな
土土
地地
とと
なな
っっ
てて
しし
まま
うう
。。
町町
とと
しし

てて
、、
ここ
のの
きき
わわ
めめ
てて
大大
切切
なな
町町
民民
財財
産産
のの

土土
地地
をを
有有
効効
活活
用用
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
、、
レレ
ッッ

ドド
ゾゾ
ーー
ンン
をを
解解
除除
すす
るる
たた
めめ
のの
施施
策策
をを
講講

ずず
るる
べべ
きき
とと
思思
うう
がが
、、
町町
のの
考考
ええ
はは
。。  

町
長
こ
の
土
地
の
一
部
は
、
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
に
該
当
し
、
開
発
に
制
限
が

あ
る
こ
と
や
立
地
条
件
及
び
土
地
の
形

状
な
ど
か
ら
、
現
状
の
ま
ま
で
は
活
用
す

る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
状
況
下
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
の

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
（
土
地
開
発
業
者
）
と
し

て
、
地
域
企
業
や
自
治
体
と
連
携
し
、
青

梅
線
エ
リ
ア
に
お
い
て
地
域
活
性
化
へ

の
協
力
を
進
め
て
い
る
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
都
市
開
発
か
ら
、
当
該
土
地
の
利
活
用

の
提
案
が
あ
っ
た
。
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都

市
開
発
が
土
地
を
借
り
、
建
物
を
含
め
た

開
発
を
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
町
内

で
「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
」
を
行

っ
て
い
るV

E
R
T
E
RE

（
バ
テ
レ
）
合
同
会

社
の
事
業
拡
大
に
伴
う
、
実
現
可
能
な
用

地
の
紹
介
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
町
と
し

て
当
該
土
地
の
利
活
用
が
難
し
い
と
の

考
え
だ
が
、
㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
都
市
開
発

は
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
用
地
と

し
て
適
し
て
い
る
こ
と
並
び
に
土
砂
災

害
防
止
法
な
ど
、
関
係
法
令
の
規
制
に
つ

い
て
、
既
に
東
京
都
な
ど
関
係
機
関
に
協

議
を
行
っ
て
お
り
、
諸
条
件
を
ク
リ
ア
し

た
上
で
、
当
該
事
業
を
実
施
し
た
い
意
向

で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
町
、VE

R
T
E
RE

（
バ

テ
レ
）
合
同
会
社
、
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ

が
相
互
に
連
携
し
、
町
の
観
光
、
経
済
、

雇
用
そ
し
て
税
収
と
い
っ
た
、
地
域
に
と

っ
て
有
益
な
事
業
と
認
識
し
て
い
る
。
実

現
に
向
け
具
体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
。  

問問  

①①
小小
学学
校校
・・
中中
学学
校校
一一
貫貫
教教
育育
にに
つつ
いい
てて  

  
  

②②
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
とと
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ
ンン
ザザ
のの
同同
時時  

流流
行行
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
小
中
連
携
事
業
を
行
い
生
徒
に
添
っ
た
指
導
を
す
る 

②
同
時
流
行
に
備
え
て
感
染
予
防
の
「
周
知
啓
発
」
を
図
る 

清新会 

澤本
さわもと

 幹男
みきお

議員 
 

問問  

町町
有有
地地
でで
ああ
るる
琴琴
清清
苑苑
跡跡
地地
のの
有有
効効
活活
用用
にに

つつ
いい
てて  

答 

町
・
バ
テ
レ
・
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
の
実
現
に
向
け
て
取
組
む  

清新会 

木村
き む ら

  圭
けい

議員 

令和 5年２月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 204 号（4）

問	

①
小
学
校
・
中
学
校
一
貫
教
育
に
つ
い
て

	

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
に
つ
い
て

答	

①
小
中
連
携
事
業
を
行
い
生
徒
に
添
っ
た
指
導
を
す
る

	

②
同
時
流
行
に
備
え
て
感
染
予
防
の
「
周
知
啓
発
」
を
図
る

問	

町
有
地
で
あ
る
琴
清
苑
跡
地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

答	

町
・
バ
テ
レ
・
JR
東
日
本
グ
ル
ー
プ
が
連
携
し
、
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
醸
造
事
業
の
実
現
に
向
け
て
取
組
む
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質質
問問
文文
部部
科科
学学
省省
のの
調調
査査
でで
不不
登登
校校
のの

小小
・・
中中
学学
生生
がが
昨昨
年年
度度
過過
去去
最最
多多
のの
2244
万万

人人
にに
上上
がが
っっ
たた
ここ
とと
がが
わわ
かか
っっ
たた
。。  

文文
科科
省省
はは
病病
気気
やや
ココ
ロロ
ナナ
のの
感感
染染
回回
避避
でで

学学
校校
をを
休休
んん
だだ
場場
合合
をを
除除
きき
、、
年年
間間
3300
日日

以以
上上
欠欠
席席
しし
たた
ケケ
ーー
スス
をを
不不
登登
校校
とと
定定
義義

しし
てて
いい
るる
。。  

ここ
ここ
２２
～～
３３
年年
ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
がが
急急
拡拡
大大
しし
、、

学学
校校
でで
はは
給給
食食
中中
のの
会会
話話
をを
控控
ええ「「
黙黙
食食
」」

がが
徹徹
底底
ささ
れれ
たた
。。
体体
育育
のの
授授
業業
でで
はは
色色
々々

制制
限限
ささ
れれ
、、
運運
動動
会会
、、
各各
種種
行行
事事
、、
修修
学学

旅旅
行行
等等
がが
中中
止止
、、
まま
たた
、、
パパ
ソソ
ココ
ンン
やや
スス

ママ
ホホ
でで
のの
中中
傷傷
やや
嫌嫌
がが
らら
せせ
なな
どど
でで
、、
学学

校校
がが
楽楽
しし
くく
なな
いい
とと
考考
ええ
るる
子子
供供
がが
増増
ええ

登登
校校
意意
欲欲
がが
低低
下下
しし
たた
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと

思思
わわ
れれ
るる
。。  

欠欠
席席
がが
長長
引引
くく
とと
授授
業業
にに
つつ
いい
てて
いい
けけ
なな

くく
なな
りり
、、
友友
達達
のの
輪輪
にに
入入
りり
にに
くく
くく
、、
ささ

らら
にに
登登
校校
しし
づづ
らら
くく
なな
りり
不不
登登
校校
とと
なな
るる

恐恐
れれ
がが
ああ
るる
。。  

当当
町町
のの
現現
状状
とと
不不
登登
校校
のの
子子
供供
やや
保保
護護
者者

へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。  

教
育
長
当
町
の
10
月
末
現
在
で
の
、
不

登
校
で
休
ん
で
い
る
児
童
１
名
、
生
徒
６

名
の
合
計
７
名
と
な
っ
て
い
る
。
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
た
要
因
を
的
確

に
把
握
し
、
学
校
関
係
者
や
家
庭
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、

組
織
的
・
計
画
的
な
、
個
々
の
児
童
生
徒

に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
策
を
策

定
す
る
。
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、「
い
じ
め
、
暴

力
行
為
等
問
題
行
動
を
許
さ
な
い
学
校

づ
く
り
」、「
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に
応

じ
た
指
導
・
配
慮
の
実
施
」
、「
保
護
者
・

地
域
住
民
等
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構

築
」
、「
将
来
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
生

活
習
慣
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
不
登
校

が
生
じ
な
い
学
校
の
指
導
目
標
で
あ
る

「
通
い
た
い
、
通
い
続
け
た
い
、
通
わ
せ

た
い
学
校
へ
」
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。 

  

質質
問問
政政
府府
にに
よよ
るる
ＤＤ
ＸＸ
推推
進進
策策
がが
加加
速速

すす
るる
中中
、、「「
レレ
ガガ
シシ
ーー
シシ
スス
テテ
ムム
」」
かか
らら
のの

脱脱
却却
がが
急急
がが
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
中中
でで
『『
自自

治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
』』
とと
はは
単単
なな
るる
アア
ナナ
ロロ
ググ
かか
らら

デデ
ジジ
タタ
ルル
へへ
のの
移移
行行
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
❶❶
情情
報報

化化
だだ
けけ
でで
はは
なな
くく
、、
❷❷
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
化化
、、
❸❸
新新

しし
いい
価価
値値
創創
造造
をを
含含
むむ
新新
しし
いい
事事
業業
展展
開開

をを
含含
むむ
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
をを
実実
施施
すす
るる

にに
はは
、、庁庁
舎舎
スス
ペペ
ーー
スス
確確
保保
やや
機機
材材
調調
達達
、、

企企
画画
立立
案案
実実
施施
すす
るる
人人
員員
がが
必必
要要
でで
、、
今今

のの
庁庁
舎舎
でで
はは
大大
変変
厳厳
しし
いい
がが
、、
新新
しし
いい
庁庁

舎舎
のの
中中
でで
はは
ここ
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
にに
よよ
るる
導導

入入
がが
可可
能能
にに
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
まま

たた
『『
新新
地地
方方
公公
会会
計計
シシ
スス
テテ
ムム
導導
入入
』』
にに

つつ
いい
てて
もも
同同
様様
でで
ああ
るる
。 

①①
『『
自自
治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
』』
化化
のの
今今
後後
のの
取取
りり
組組

みみ
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。  

②②
『『
新新
地地
方方
公公
会会
計計
シシ
スス
テテ
ムム
導導
入入
』』
のの

取取
りり
組組
みみ
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。  

町町
長長
①
政
府
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

の
改
訂
版
を
基
本
に
、
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ
推

進
方
針
を
策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ

推
進
本
部
及
び
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ
推
進
部

会
を
設
置
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
は
役
場
業
務
の
見
直
し
・
業

務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
各
課
が
横
断

的
に
情
報
共
有
を
図
り
、
役
場
庁
内
の
Ｄ

Ｘ
推
進
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
は
最
も
重
要

な
こ
と
と
捉
え
て
お
り
、
職
員
の
意
識
向

上
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
研
修
を
管
理

職
や
一
般
職
員
に
向
け
て
実
施
し
、
さ
ら

に
は
、
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
町
の
実
情
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
引
続
き
検
討
し
て
い
く
。 

②
町
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

に
お
い
て
、
地
方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更

新
及
び
財
務
書
類
の
作
成
な
ど
に
つ
い

て
、
職
員
の
直
営
の
作
成
か
ら
、
一
括
し

て
委
託
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。 

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
国
が
求
め
る
翌
年

度
決
算
に
間
に
合
う
よ
う
財
務
書
類
が

作
成
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。 

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

小小
中中
学学
生生
のの
不不
登登
校校
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
生
じ
な
い
よ
う
す
る 

た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
重
要 

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
自自
治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
化化
なな
どど

にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
実
情
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く  

都民ファーストの会 
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い し だ

 芳
よし
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質質
問問
文文
部部
科科
学学
省省
のの
調調
査査
でで
不不
登登
校校
のの

小小
・・
中中
学学
生生
がが
昨昨
年年
度度
過過
去去
最最
多多
のの
2244
万万

人人
にに
上上
がが
っっ
たた
ここ
とと
がが
わわ
かか
っっ
たた
。。  

文文
科科
省省
はは
病病
気気
やや
ココ
ロロ
ナナ
のの
感感
染染
回回
避避
でで

学学
校校
をを
休休
んん
だだ
場場
合合
をを
除除
きき
、、
年年
間間
3300
日日

以以
上上
欠欠
席席
しし
たた
ケケ
ーー
スス
をを
不不
登登
校校
とと
定定
義義

しし
てて
いい
るる
。。  

ここ
ここ
２２
～～
３３
年年
ココ
ロロ
ナナ
感感
染染
がが
急急
拡拡
大大
しし
、、

学学
校校
でで
はは
給給
食食
中中
のの
会会
話話
をを
控控
ええ「「
黙黙
食食
」」

がが
徹徹
底底
ささ
れれ
たた
。。
体体
育育
のの
授授
業業
でで
はは
色色
々々

制制
限限
ささ
れれ
、、
運運
動動
会会
、、
各各
種種
行行
事事
、、
修修
学学

旅旅
行行
等等
がが
中中
止止
、、
まま
たた
、、
パパ
ソソ
ココ
ンン
やや
スス

ママ
ホホ
でで
のの
中中
傷傷
やや
嫌嫌
がが
らら
せせ
なな
どど
でで
、、
学学

校校
がが
楽楽
しし
くく
なな
いい
とと
考考
ええ
るる
子子
供供
がが
増増
ええ

登登
校校
意意
欲欲
がが
低低
下下
しし
たた
のの
でで
はは
なな
いい
かか
とと

思思
わわ
れれ
るる
。。  

欠欠
席席
がが
長長
引引
くく
とと
授授
業業
にに
つつ
いい
てて
いい
けけ
なな

くく
なな
りり
、、
友友
達達
のの
輪輪
にに
入入
りり
にに
くく
くく
、、
ささ

らら
にに
登登
校校
しし
づづ
らら
くく
なな
りり
不不
登登
校校
とと
なな
るる

恐恐
れれ
がが
ああ
るる
。。  

当当
町町
のの
現現
状状
とと
不不
登登
校校
のの
子子
供供
やや
保保
護護
者者

へへ
のの
対対
応応
にに
つつ
いい
てて
問問
うう
。。  

教
育
長
当
町
の
10
月
末
現
在
で
の
、
不

登
校
で
休
ん
で
い
る
児
童
１
名
、
生
徒
６

名
の
合
計
７
名
と
な
っ
て
い
る
。
不
登
校

児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童

生
徒
が
不
登
校
に
な
っ
た
要
因
を
的
確

に
把
握
し
、
学
校
関
係
者
や
家
庭
、
必
要

に
応
じ
て
関
係
機
関
が
情
報
を
共
有
し
、

組
織
的
・
計
画
的
な
、
個
々
の
児
童
生
徒

に
応
じ
た
、
き
め
細
や
か
な
支
援
策
を
策

定
す
る
。
不
登
校
児
童
・
生
徒
が
生
じ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
が
重
要
で
あ
り
、「
い
じ
め
、
暴

力
行
為
等
問
題
行
動
を
許
さ
な
い
学
校

づ
く
り
」、「
児
童
生
徒
の
学
習
状
況
に
応

じ
た
指
導
・
配
慮
の
実
施
」
、「
保
護
者
・

地
域
住
民
等
の
連
携
・
協
働
体
制
の
構

築
」
、「
将
来
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
生

活
習
慣
づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
不
登
校

が
生
じ
な
い
学
校
の
指
導
目
標
で
あ
る

「
通
い
た
い
、
通
い
続
け
た
い
、
通
わ
せ

た
い
学
校
へ
」
を
引
き
続
き
推
進
す
る
。 

  

質質
問問
政政
府府
にに
よよ
るる
ＤＤ
ＸＸ
推推
進進
策策
がが
加加
速速

すす
るる
中中
、、「「
レレ
ガガ
シシ
ーー
シシ
スス
テテ
ムム
」」
かか
らら
のの

脱脱
却却
がが
急急
がが
れれ
てて
いい
るる
。。
ここ
のの
中中
でで
『『
自自

治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
』』
とと
はは
単単
なな
るる
アア
ナナ
ロロ
ググ
かか
らら

デデ
ジジ
タタ
ルル
へへ
のの
移移
行行
、、
いい
わわ
ゆゆ
るる
❶❶
情情
報報

化化
だだ
けけ
でで
はは
なな
くく
、、
❷❷
ＩＩ
ＣＣ
ＴＴ
化化
、、
❸❸
新新

しし
いい
価価
値値
創創
造造
をを
含含
むむ
新新
しし
いい
事事
業業
展展
開開

をを
含含
むむ
もも
のの
でで
ああ
るる
。。
ここ
れれ
をを
実実
施施
すす
るる

にに
はは
、、庁庁
舎舎
スス
ペペ
ーー
スス
確確
保保
やや
機機
材材
調調
達達
、、

企企
画画
立立
案案
実実
施施
すす
るる
人人
員員
がが
必必
要要
でで
、、
今今

のの
庁庁
舎舎
でで
はは
大大
変変
厳厳
しし
いい
がが
、、
新新
しし
いい
庁庁

舎舎
のの
中中
でで
はは
ここ
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
にに
よよ
るる
導導

入入
がが
可可
能能
にに
なな
っっ
てて
くく
るる
とと
考考
ええ
るる
。。
まま

たた
『『
新新
地地
方方
公公
会会
計計
シシ
スス
テテ
ムム
導導
入入
』』
にに

つつ
いい
てて
もも
同同
様様
でで
ああ
るる
。 

①①
『『
自自
治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
』』
化化
のの
今今
後後
のの
取取
りり
組組

みみ
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。  

②②
『『
新新
地地
方方
公公
会会
計計
シシ
スス
テテ
ムム
導導
入入
』』
のの

取取
りり
組組
みみ
のの
現現
状状
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。  

町町
長長
①
政
府
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

の
改
訂
版
を
基
本
に
、
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ
推

進
方
針
を
策
定
し
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、

７
月
か
ら
８
月
に
か
け
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ

推
進
本
部
及
び
奥
多
摩
町
Ｄ
Ｘ
推
進
部

会
を
設
置
し
た
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
ま
ず
は
役
場
業
務
の
見
直
し
・
業

務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
各
課
が
横
断

的
に
情
報
共
有
を
図
り
、
役
場
庁
内
の
Ｄ

Ｘ
推
進
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
は
最
も
重
要

な
こ
と
と
捉
え
て
お
り
、
職
員
の
意
識
向

上
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
研
修
を
管
理

職
や
一
般
職
員
に
向
け
て
実
施
し
、
さ
ら

に
は
、
外
部
人
材
の
活
用
な
ど
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
、
町
の
実
情
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を
引
続
き
検
討
し
て
い
く
。 

②
町
で
は
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

に
お
い
て
、
地
方
公
会
計
シ
ス
テ
ム
の
更

新
及
び
財
務
書
類
の
作
成
な
ど
に
つ
い

て
、
職
員
の
直
営
の
作
成
か
ら
、
一
括
し

て
委
託
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。 

こ
の
見
直
し
に
よ
り
、
国
が
求
め
る
翌
年

度
決
算
に
間
に
合
う
よ
う
財
務
書
類
が

作
成
で
き
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。 

清新会 

原島
はらしま

 幸
ゆき

次
つぐ

議員 

問問  

小小
中中
学学
生生
のの
不不
登登
校校
のの
状状
況況
にに
つつ
いい
てて  

答 

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
生
じ
な
い
よ
う
す
る 

た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
重
要 

問問  

奥奥
多多
摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
自自
治治
体体
ＤＤ
ＸＸ
化化
なな
どど

にに
つつ
いい
てて  

答 

町
の
実
情
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
く  

都民ファーストの会 

石田
い し だ

 芳
よし

英
ひで

議員 

令和 5年 2月５日発行町 議 会 だ よ り第 204 号（5）

問	

奥
多
摩
町
に
お
け
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
化
な
ど
に
つ
い
て

問	

小
中
学
生
の
不
登
校
の
状
況
に
つ
い
て

答	

町
の
実
情
に
合
っ
た
Ｄ
Ｘ
の
推
進
を
引
き
続
き

	

検
討
し
て
い
く

答	

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
生
じ
な
い
よ
う
す
る

	

た
め
に
は
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
が
重
要
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質質
問問
現現
在在
、、
食食
べべ
残残
しし
やや
賞賞
味味
・・
消消
費費
期期

限限
切切
れれ
、、
売売
れれ
残残
りり
なな
どど
にに
よよ
るる
食食
品品
のの

廃廃
棄棄
、、
食食
品品
ロロ
スス
がが
世世
界界
的的
にに
問問
題題
化化
しし

てて
いい
るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
国国
のの
推推
計計
でで
日日

本本
でで
はは
、、
５５２２２２
万万
ｔｔ
（（
家家
庭庭
系系
２２４４７７
万万
ｔｔ
・・
事事

業業
系系
２２７７５５
万万
ｔｔ
））
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町
にに

おお
いい
てて
もも
、、
一一
般般
廃廃
棄棄
物物
処処
理理
基基
本本
計計
画画

のの
中中
にに
「「
水水
切切
りり
のの
徹徹
底底
とと
食食
品品
ロロ
スス
、、

食食
品品
廃廃
棄棄
のの
削削
減減
」」をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。

まま
たた
、、
今今
年年
のの
「「
ふふ
れれ
ああ
いい
まま
つつ
りり
」」
にに

おお
いい
てて
はは
、、
ごご
みみ
減減
量量
ＰＰ
ＲＲ
ブブ
ーー
スス
をを
設設

置置
しし
、、
家家
庭庭
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
食食
品品
をを
提提
供供

しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
方方
へへ

届届
けけ
るる
「「
フフ
ーー
ドド
ドド
ララ
イイ
ブブ
」」
へへ
のの
協協
力力

をを
呼呼
びび
かか
けけ
てて
いい
たた
。。
町町
にに
おお
けけ
るる
食食
品品

ロロ
スス
のの
現現
状状
とと
、、
今今
後後
のの
食食
品品
ロロ
スス
削削
減減

にに
対対
すす
るる
町町
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。 

町
長
町
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
基

本
理
念
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
資

源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
基
本
理
念
の
実
現
化
に
向
け
た
五

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
水
切
り
の
徹
底
と
食
品
ロ

ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、

生
ご
み
の
水
分
を
減
量
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
と
共
に
、
本
来
食

べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

て
い
る
食
品
ロ
ス
や
食
品
廃
棄
物
の
削

減
に
向
け
、
事
業
者
や
住
民
皆
様
へ
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
奥
多
摩
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
住
民
皆
様
の
食
品
ロ
ス
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ

っ
た
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
誰
も
が
取

り
組
め
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
町
に
お

い
て
も
「
広
報
お
く
た
ま
」
や
「
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様

に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
、
意
識
の

醸
成
に
つ
い
て
更
な
る
働
き
か
け
、
普
及

啓
発
に
努
め
る
。 

  

質質
問問
１１
若若
菜菜
伸伸
一一
前前
教教
育育
長長
のの
任任
期期
満満

了了
にに
伴伴
いい
、、
賛賛
成成
多多
数数
にに
よよ
りり
議議
会会
のの
同同

意意
をを
得得
てて
、、
令令
和和
４４
年年
1100
月月
11
日日
付付
でで

新新
教教
育育
長長
がが
承承
認認
ささ
れれ
たた
。。
若若
菜菜
伸伸
一一
前前

教教
育育
長長
はは
永永
年年
町町
にに
貢貢
献献
ささ
れれ
たた
。。
新新
教教

育育
長長
はは
羽羽
村村
市市
及及
びび
丹丹
波波
山山
村村
でで
のの
教教
育育

行行
政政
経経
験験
がが
豊豊
富富
とと
聞聞
くく
。。
新新
任任
にに
ああ
たた

りり
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
、、
町町
三三
役役
とと
しし

てて
町町
のの
将将
来来
像像
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
をを
聞聞
くく
。。

質質
問問
２２
近近
年年
、、
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで
もも
人人
口口

減減
少少
のの
歯歯
止止
めめ
対対
策策
をを
奥奥
多多
摩摩
町町
同同
様様
にに

政政
策策
をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。
同同
様様
なな
政政
策策

がが
発発
表表
ささ
れれ
るる
とと
、、
町町
はは
大大
きき
なな
影影
響響
をを

受受
けけ
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
為為
、、
早早
急急
にに

対対
応応
策策
をを
考考
ええ
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。例例
ええ
ばば
、、

❶❶
結結
婚婚
のの
奨奨
励励
、、
斡斡
旋旋
❷❷
出出
生生
率率
をを
上上
げげ

るる
対対
策策
❸❸
在在
町町
者者
のの
町町
外外
へへ
のの
移移
転転
防防
止止

❹❹
5500
歳歳
代代
のの
移移
住住
誘誘
致致
❺❺
安安
価価
なな
土土
地地

のの
提提
供供
（（
空空
家家
のの
事事
務務
処処
理理
をを
積積
極極
的的
にに

進進
めめ
宅宅
地地
化化
））
❻❻
休休
耕耕
地地
のの
宅宅
地地
へへ
のの
変変

更更
にに
よよ
りり
土土
地地
のの
斡斡
旋旋
❼❼
不不
動動
産産
関関
係係
のの

有有
資資
格格
者者
をを
配配
置置
しし
、、
❺❺
、、
❻❻
をを
積積
極極
的的

にに
進進
めめ
るる
（（
民民
間間
会会
社社
にに
委委
託託
））
❽❽
相相
談談

窓窓
口口
のの
常常
設設
（（
懇懇
切切
丁丁
寧寧
なな
応応
対対
（（
ソソ
フフ

トト
面面
がが
大大
事事
））））なな
どど
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
強強

力力
的的
にに
進進
めめ
るる
対対
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
町町

のの
考考
ええ
はは
。。  

教
育
長
１
学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

【１】
今
あ
る
課
題
に
取
り
組
む
、
【２】
確
か

な
学
力
の
定
着
、
【３】
教
職
員
の
研
修
。
三

役
と
し
て
の
町
の
将
来
像
は
、
子
供
が
輝

く
姿
が
町
を
救
う
。
子
供
を
輝
か
せ
る
大

人
が
大
勢
い
る
町
。
子
供
を
見
守
る
目
が

沢
山
あ
る
町
。
こ
う
い
う
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
町
長
２
こ
れ
ま
で
町
は
全
国
で

も
有
数
の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
若
者
住
宅
の
入

居
期
限
が
迫
る
中
、
宅
地
の
確
保
、
提
供

は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
奥
多
摩
町
独

自
の
「
豊
か
な
自
然
環
境
」「
充
実
し
た
子

育
て
支
援
」
等
の
特
長
を
生
か
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
把
握
し
、
若
者

定
住
化
対
策
を
推
進
す
る
。 

問問  

「「
食食
品品
ロロ
スス
」」
へへ
のの
町町
のの
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様
に
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る  

問問  

①①
新新
教教
育育
長長
のの
就就
任任
にに
ああ
たた
りり
、、
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
にに

つつ
いい
てて
問問
うう  

②②
子子
育育
てて
・・
定定
住住
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
教
育
長
と
し
て
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解
し
て
取

り
組
む
②
奥
多
摩
町
独
自
の
特
長
を
生
か
し
て
推
進
す
る  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 
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質質
問問
現現
在在
、、
食食
べべ
残残
しし
やや
賞賞
味味
・・
消消
費費
期期

限限
切切
れれ
、、
売売
れれ
残残
りり
なな
どど
にに
よよ
るる
食食
品品
のの

廃廃
棄棄
、、
食食
品品
ロロ
スス
がが
世世
界界
的的
にに
問問
題題
化化
しし

てて
いい
るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
国国
のの
推推
計計
でで
日日

本本
でで
はは
、、
５５２２２２
万万
ｔｔ
（（
家家
庭庭
系系
２２４４７７
万万
ｔｔ
・・
事事

業業
系系
２２７７５５
万万
ｔｔ
））
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町
にに

おお
いい
てて
もも
、、
一一
般般
廃廃
棄棄
物物
処処
理理
基基
本本
計計
画画

のの
中中
にに
「「
水水
切切
りり
のの
徹徹
底底
とと
食食
品品
ロロ
スス
、、

食食
品品
廃廃
棄棄
のの
削削
減減
」」をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。

まま
たた
、、
今今
年年
のの
「「
ふふ
れれ
ああ
いい
まま
つつ
りり
」」
にに

おお
いい
てて
はは
、、
ごご
みみ
減減
量量
ＰＰ
ＲＲ
ブブ
ーー
スス
をを
設設

置置
しし
、、
家家
庭庭
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
食食
品品
をを
提提
供供

しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
方方
へへ

届届
けけ
るる
「「
フフ
ーー
ドド
ドド
ララ
イイ
ブブ
」」
へへ
のの
協協
力力

をを
呼呼
びび
かか
けけ
てて
いい
たた
。。
町町
にに
おお
けけ
るる
食食
品品

ロロ
スス
のの
現現
状状
とと
、、
今今
後後
のの
食食
品品
ロロ
スス
削削
減減

にに
対対
すす
るる
町町
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。 

町
長
町
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
基

本
理
念
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
資

源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
基
本
理
念
の
実
現
化
に
向
け
た
五

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
水
切
り
の
徹
底
と
食
品
ロ

ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、

生
ご
み
の
水
分
を
減
量
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
と
共
に
、
本
来
食

べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

て
い
る
食
品
ロ
ス
や
食
品
廃
棄
物
の
削

減
に
向
け
、
事
業
者
や
住
民
皆
様
へ
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
奥
多
摩
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
住
民
皆
様
の
食
品
ロ
ス
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ

っ
た
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
誰
も
が
取

り
組
め
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
町
に
お

い
て
も
「
広
報
お
く
た
ま
」
や
「
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様

に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
、
意
識
の

醸
成
に
つ
い
て
更
な
る
働
き
か
け
、
普
及

啓
発
に
努
め
る
。 

  

質質
問問
１１
若若
菜菜
伸伸
一一
前前
教教
育育
長長
のの
任任
期期
満満

了了
にに
伴伴
いい
、、
賛賛
成成
多多
数数
にに
よよ
りり
議議
会会
のの
同同

意意
をを
得得
てて
、、
令令
和和
４４
年年
1100
月月
11
日日
付付
でで

新新
教教
育育
長長
がが
承承
認認
ささ
れれ
たた
。。
若若
菜菜
伸伸
一一
前前

教教
育育
長長
はは
永永
年年
町町
にに
貢貢
献献
ささ
れれ
たた
。。
新新
教教

育育
長長
はは
羽羽
村村
市市
及及
びび
丹丹
波波
山山
村村
でで
のの
教教
育育

行行
政政
経経
験験
がが
豊豊
富富
とと
聞聞
くく
。。
新新
任任
にに
ああ
たた

りり
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
、、
町町
三三
役役
とと
しし

てて
町町
のの
将将
来来
像像
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
をを
聞聞
くく
。。

質質
問問
２２
近近
年年
、、
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで
もも
人人
口口

減減
少少
のの
歯歯
止止
めめ
対対
策策
をを
奥奥
多多
摩摩
町町
同同
様様
にに

政政
策策
をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。
同同
様様
なな
政政
策策

がが
発発
表表
ささ
れれ
るる
とと
、、
町町
はは
大大
きき
なな
影影
響響
をを

受受
けけ
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
為為
、、
早早
急急
にに

対対
応応
策策
をを
考考
ええ
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。例例
ええ
ばば
、、

❶❶
結結
婚婚
のの
奨奨
励励
、、
斡斡
旋旋
❷❷
出出
生生
率率
をを
上上
げげ

るる
対対
策策
❸❸
在在
町町
者者
のの
町町
外外
へへ
のの
移移
転転
防防
止止

❹❹
5500
歳歳
代代
のの
移移
住住
誘誘
致致
❺❺
安安
価価
なな
土土
地地

のの
提提
供供
（（
空空
家家
のの
事事
務務
処処
理理
をを
積積
極極
的的
にに

進進
めめ
宅宅
地地
化化
））
❻❻
休休
耕耕
地地
のの
宅宅
地地
へへ
のの
変変

更更
にに
よよ
りり
土土
地地
のの
斡斡
旋旋
❼❼
不不
動動
産産
関関
係係
のの

有有
資資
格格
者者
をを
配配
置置
しし
、、
❺❺
、、
❻❻
をを
積積
極極
的的

にに
進進
めめ
るる
（（
民民
間間
会会
社社
にに
委委
託託
））
❽❽
相相
談談

窓窓
口口
のの
常常
設設
（（
懇懇
切切
丁丁
寧寧
なな
応応
対対
（（
ソソ
フフ

トト
面面
がが
大大
事事
））））なな
どど
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
強強

力力
的的
にに
進進
めめ
るる
対対
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
町町

のの
考考
ええ
はは
。。  

教
育
長
１
学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

【１】
今
あ
る
課
題
に
取
り
組
む
、
【２】
確
か

な
学
力
の
定
着
、
【３】
教
職
員
の
研
修
。
三

役
と
し
て
の
町
の
将
来
像
は
、
子
供
が
輝

く
姿
が
町
を
救
う
。
子
供
を
輝
か
せ
る
大

人
が
大
勢
い
る
町
。
子
供
を
見
守
る
目
が

沢
山
あ
る
町
。
こ
う
い
う
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
町
長
２
こ
れ
ま
で
町
は
全
国
で

も
有
数
の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
若
者
住
宅
の
入

居
期
限
が
迫
る
中
、
宅
地
の
確
保
、
提
供

は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
奥
多
摩
町
独

自
の
「
豊
か
な
自
然
環
境
」「
充
実
し
た
子

育
て
支
援
」
等
の
特
長
を
生
か
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
把
握
し
、
若
者

定
住
化
対
策
を
推
進
す
る
。 

問問  

「「
食食
品品
ロロ
スス
」」
へへ
のの
町町
のの
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様
に
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る  

問問  

①①
新新
教教
育育
長長
のの
就就
任任
にに
ああ
たた
りり
、、
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
にに

つつ
いい
てて
問問
うう  

②②
子子
育育
てて
・・
定定
住住
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
教
育
長
と
し
て
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解
し
て
取

り
組
む
②
奥
多
摩
町
独
自
の
特
長
を
生
か
し
て
推
進
す
る  
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質質
問問
現現
在在
、、
食食
べべ
残残
しし
やや
賞賞
味味
・・
消消
費費
期期

限限
切切
れれ
、、
売売
れれ
残残
りり
なな
どど
にに
よよ
るる
食食
品品
のの

廃廃
棄棄
、、
食食
品品
ロロ
スス
がが
世世
界界
的的
にに
問問
題題
化化
しし

てて
いい
るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
国国
のの
推推
計計
でで
日日

本本
でで
はは
、、
５５２２２２
万万
ｔｔ
（（
家家
庭庭
系系
２２４４７７
万万
ｔｔ
・・
事事

業業
系系
２２７７５５
万万
ｔｔ
））
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町
にに

おお
いい
てて
もも
、、
一一
般般
廃廃
棄棄
物物
処処
理理
基基
本本
計計
画画

のの
中中
にに
「「
水水
切切
りり
のの
徹徹
底底
とと
食食
品品
ロロ
スス
、、

食食
品品
廃廃
棄棄
のの
削削
減減
」」をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。

まま
たた
、、
今今
年年
のの
「「
ふふ
れれ
ああ
いい
まま
つつ
りり
」」
にに

おお
いい
てて
はは
、、
ごご
みみ
減減
量量
ＰＰ
ＲＲ
ブブ
ーー
スス
をを
設設

置置
しし
、、
家家
庭庭
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
食食
品品
をを
提提
供供

しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
方方
へへ

届届
けけ
るる
「「
フフ
ーー
ドド
ドド
ララ
イイ
ブブ
」」
へへ
のの
協協
力力

をを
呼呼
びび
かか
けけ
てて
いい
たた
。。
町町
にに
おお
けけ
るる
食食
品品

ロロ
スス
のの
現現
状状
とと
、、
今今
後後
のの
食食
品品
ロロ
スス
削削
減減

にに
対対
すす
るる
町町
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。 

町
長
町
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
基

本
理
念
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
資

源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
基
本
理
念
の
実
現
化
に
向
け
た
五

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
水
切
り
の
徹
底
と
食
品
ロ

ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、

生
ご
み
の
水
分
を
減
量
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
と
共
に
、
本
来
食

べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

て
い
る
食
品
ロ
ス
や
食
品
廃
棄
物
の
削

減
に
向
け
、
事
業
者
や
住
民
皆
様
へ
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
奥
多
摩
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
住
民
皆
様
の
食
品
ロ
ス
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ

っ
た
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
誰
も
が
取

り
組
め
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
町
に
お

い
て
も
「
広
報
お
く
た
ま
」
や
「
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様

に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
、
意
識
の

醸
成
に
つ
い
て
更
な
る
働
き
か
け
、
普
及

啓
発
に
努
め
る
。 

  

質質
問問
１１
若若
菜菜
伸伸
一一
前前
教教
育育
長長
のの
任任
期期
満満

了了
にに
伴伴
いい
、、
賛賛
成成
多多
数数
にに
よよ
りり
議議
会会
のの
同同

意意
をを
得得
てて
、、
令令
和和
４４
年年
1100
月月
11
日日
付付
でで

新新
教教
育育
長長
がが
承承
認認
ささ
れれ
たた
。。
若若
菜菜
伸伸
一一
前前

教教
育育
長長
はは
永永
年年
町町
にに
貢貢
献献
ささ
れれ
たた
。。
新新
教教

育育
長長
はは
羽羽
村村
市市
及及
びび
丹丹
波波
山山
村村
でで
のの
教教
育育

行行
政政
経経
験験
がが
豊豊
富富
とと
聞聞
くく
。。
新新
任任
にに
ああ
たた

りり
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
、、
町町
三三
役役
とと
しし

てて
町町
のの
将将
来来
像像
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
をを
聞聞
くく
。。

質質
問問
２２
近近
年年
、、
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで
もも
人人
口口

減減
少少
のの
歯歯
止止
めめ
対対
策策
をを
奥奥
多多
摩摩
町町
同同
様様
にに

政政
策策
をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。
同同
様様
なな
政政
策策

がが
発発
表表
ささ
れれ
るる
とと
、、
町町
はは
大大
きき
なな
影影
響響
をを

受受
けけ
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
為為
、、
早早
急急
にに

対対
応応
策策
をを
考考
ええ
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。例例
ええ
ばば
、、

❶❶
結結
婚婚
のの
奨奨
励励
、、
斡斡
旋旋
❷❷
出出
生生
率率
をを
上上
げげ

るる
対対
策策
❸❸
在在
町町
者者
のの
町町
外外
へへ
のの
移移
転転
防防
止止

❹❹
5500
歳歳
代代
のの
移移
住住
誘誘
致致
❺❺
安安
価価
なな
土土
地地

のの
提提
供供
（（
空空
家家
のの
事事
務務
処処
理理
をを
積積
極極
的的
にに

進進
めめ
宅宅
地地
化化
））
❻❻
休休
耕耕
地地
のの
宅宅
地地
へへ
のの
変変

更更
にに
よよ
りり
土土
地地
のの
斡斡
旋旋
❼❼
不不
動動
産産
関関
係係
のの

有有
資資
格格
者者
をを
配配
置置
しし
、、
❺❺
、、
❻❻
をを
積積
極極
的的

にに
進進
めめ
るる
（（
民民
間間
会会
社社
にに
委委
託託
））
❽❽
相相
談談

窓窓
口口
のの
常常
設設
（（
懇懇
切切
丁丁
寧寧
なな
応応
対対
（（
ソソ
フフ

トト
面面
がが
大大
事事
））））なな
どど
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
強強

力力
的的
にに
進進
めめ
るる
対対
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
町町

のの
考考
ええ
はは
。。  

教
育
長
１
学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

【１】
今
あ
る
課
題
に
取
り
組
む
、
【２】
確
か

な
学
力
の
定
着
、
【３】
教
職
員
の
研
修
。
三

役
と
し
て
の
町
の
将
来
像
は
、
子
供
が
輝

く
姿
が
町
を
救
う
。
子
供
を
輝
か
せ
る
大

人
が
大
勢
い
る
町
。
子
供
を
見
守
る
目
が

沢
山
あ
る
町
。
こ
う
い
う
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
町
長
２
こ
れ
ま
で
町
は
全
国
で

も
有
数
の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
若
者
住
宅
の
入

居
期
限
が
迫
る
中
、
宅
地
の
確
保
、
提
供

は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
奥
多
摩
町
独

自
の
「
豊
か
な
自
然
環
境
」「
充
実
し
た
子

育
て
支
援
」
等
の
特
長
を
生
か
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
把
握
し
、
若
者

定
住
化
対
策
を
推
進
す
る
。 

問問  

「「
食食
品品
ロロ
スス
」」
へへ
のの
町町
のの
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様
に
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る  

問問  

①①
新新
教教
育育
長長
のの
就就
任任
にに
ああ
たた
りり
、、
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
にに

つつ
いい
てて
問問
うう  

②②
子子
育育
てて
・・
定定
住住
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
教
育
長
と
し
て
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解
し
て
取

り
組
む
②
奥
多
摩
町
独
自
の
特
長
を
生
か
し
て
推
進
す
る  
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、、
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べべ
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やや
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・・
消消
費費
期期

限限
切切
れれ
、、
売売
れれ
残残
りり
なな
どど
にに
よよ
るる
食食
品品
のの

廃廃
棄棄
、、
食食
品品
ロロ
スス
がが
世世
界界
的的
にに
問問
題題
化化
しし

てて
いい
るる
。。
令令
和和
２２
年年
度度
のの
国国
のの
推推
計計
でで
日日

本本
でで
はは
、、
５５２２２２
万万
ｔｔ
（（
家家
庭庭
系系
２２４４７７
万万
ｔｔ
・・
事事

業業
系系
２２７７５５
万万
ｔｔ
））
とと
言言
わわ
れれ
てて
いい
るる
。。
町町
にに

おお
いい
てて
もも
、、
一一
般般
廃廃
棄棄
物物
処処
理理
基基
本本
計計
画画

のの
中中
にに
「「
水水
切切
りり
のの
徹徹
底底
とと
食食
品品
ロロ
スス
、、

食食
品品
廃廃
棄棄
のの
削削
減減
」」をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。

まま
たた
、、
今今
年年
度度
のの
「「
ふふ
れれ
ああ
いい
まま
つつ
りり
」」

にに
おお
いい
てて
はは
、、
ごご
みみ
減減
量量
ＰＰ
ＲＲ
ブブ
ーー
スス
をを

設設
置置
しし
、、
家家
庭庭
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
食食
品品
をを
提提

供供
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
、、
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
方方

へへ
届届
けけ
るる
「「
フフ
ーー
ドド
ドド
ララ
イイ
ブブ
」」
へへ
のの
協協

力力
をを
呼呼
びび
かか
けけ
てて
いい
たた
。。
町町
にに
おお
けけ
るる
食食

品品
ロロ
スス
のの
現現
状状
とと
、、
今今
後後
のの
食食
品品
ロロ
スス
削削

減減
にに
対対
すす
るる
町町
のの
考考
ええ
にに
つつ
いい
てて
伺伺
うう
。。 

町
長
町
で
は
、
ご
み
処
理
基
本
計
画
の
基

本
理
念
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
資

源
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目

指
し
、
基
本
理
念
の
実
現
化
に
向
け
た
五

つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
一

つ
と
し
て
、
水
切
り
の
徹
底
と
食
品
ロ

ス
・
食
品
廃
棄
物
の
削
減
を
掲
げ
て
お
り
、

生
ご
み
の
水
分
を
減
量
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
る
と
共
に
、
本
来
食

べ
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ

て
い
る
食
品
ロ
ス
や
食
品
廃
棄
物
の
削

減
に
向
け
、
事
業
者
や
住
民
皆
様
へ
の
普

及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。
奥
多
摩
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
の
会
場
に
お
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
住
民
皆
様
の
食
品
ロ
ス
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
で
あ

っ
た
。
食
品
ロ
ス
の
削
減
は
、
誰
も
が
取

り
組
め
る
身
近
な
問
題
で
あ
り
、
町
に
お

い
て
も
「
広
報
お
く
た
ま
」
や
「
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
」
な
ど
を
活
用
し
つ
つ
、
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構

築
を
目
指
し
、
住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様

に
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
、
意
識
の

醸
成
に
つ
い
て
更
な
る
働
き
か
け
、
普
及

啓
発
に
努
め
る
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１１
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菜菜
伸伸
一一
前前
教教
育育
長長
のの
任任
期期
満満

了了
にに
伴伴
いい
、、
賛賛
成成
多多
数数
にに
よよ
りり
議議
会会
のの
同同

意意
をを
得得
てて
、、
令令
和和
４４
年年
1100
月月
11
日日
付付
でで

新新
教教
育育
長長
がが
承承
認認
ささ
れれ
たた
。。
若若
菜菜
伸伸
一一
前前

教教
育育
長長
はは
永永
年年
町町
にに
貢貢
献献
ささ
れれ
たた
。。
新新
教教
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長長
はは
羽羽
村村
市市
及及
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丹丹
波波
山山
村村
でで
のの
教教
育育

行行
政政
経経
験験
がが
豊豊
富富
とと
聞聞
くく
。。
新新
任任
にに
ああ
たた

りり
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
、、
町町
三三
役役
とと
しし

てて
町町
のの
将将
来来
像像
にに
つつ
いい
てて
考考
ええ
をを
聞聞
くく
。。

質質
問問
２２
近近
年年
、、
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで
もも
人人
口口

減減
少少
のの
歯歯
止止
めめ
対対
策策
をを
奥奥
多多
摩摩
町町
同同
様様
にに

政政
策策
をを
打打
ちち
出出
しし
てて
いい
るる
。。
同同
様様
なな
政政
策策

がが
発発
表表
ささ
れれ
るる
とと
、、
町町
はは
大大
きき
なな
影影
響響
をを

受受
けけ
るる
ここ
とと
がが
予予
想想
ささ
れれ
るる
為為
、、
早早
急急
にに

対対
応応
策策
をを
考考
ええ
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
。。例例
ええ
ばば
、、

❶❶
結結
婚婚
のの
奨奨
励励
、、
斡斡
旋旋
❷❷
出出
生生
率率
をを
上上
げげ

るる
対対
策策
❸❸
在在
町町
者者
のの
町町
外外
へへ
のの
移移
転転
防防
止止

❹❹
5500
歳歳
代代
のの
移移
住住
誘誘
致致
❺❺
安安
価価
なな
土土
地地

のの
提提
供供
（（
空空
家家
のの
事事
務務
処処
理理
をを
積積
極極
的的
にに

進進
めめ
宅宅
地地
化化
））
❻❻
休休
耕耕
地地
のの
宅宅
地地
へへ
のの
変変

更更
にに
よよ
りり
土土
地地
のの
斡斡
旋旋
❼❼
不不
動動
産産
関関
係係
のの

有有
資資
格格
者者
をを
配配
置置
しし
、、
❺❺
、、
❻❻
をを
積積
極極
的的

にに
進進
めめ
るる
（（
民民
間間
会会
社社
にに
委委
託託
））
❽❽
相相
談談

窓窓
口口
のの
常常
設設
（（
懇懇
切切
丁丁
寧寧
なな
応応
対対
（（
ソソ
フフ

トト
面面
がが
大大
事事
））））なな
どど
知知
恵恵
をを
出出
しし
合合
いい
強強

力力
的的
にに
進進
めめ
るる
対対
策策
がが
考考
ええ
らら
れれ
るる
がが
町町

のの
考考
ええ
はは
。。  

教
育
長
１
学
校
教
育
の
充
実
と
し
て
、

【１】
今
あ
る
課
題
に
取
り
組
む
、
【２】
確
か

な
学
力
の
定
着
、
【３】
教
職
員
の
研
修
。
三

役
と
し
て
の
町
の
将
来
像
は
、
子
供
が
輝

く
姿
が
町
を
救
う
。
子
供
を
輝
か
せ
る
大

人
が
大
勢
い
る
町
。
子
供
を
見
守
る
目
が

沢
山
あ
る
町
。
こ
う
い
う
町
づ
く
り
に
取

り
組
む
。
町
長
２
こ
れ
ま
で
町
は
全
国
で

も
有
数
の
支
援
策
を
実
施
し
て
き
た
が
、

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
、引
き
続

き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
若
者
住
宅
の
入

居
期
限
が
迫
る
中
、
宅
地
の
確
保
、
提
供

は
喫
緊
の
課
題
と
考
え
る
。
奥
多
摩
町
独

自
の
「
豊
か
な
自
然
環
境
」「
充
実
し
た
子

育
て
支
援
」
等
の
特
長
を
生
か
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
現
状
を
把
握
し
、
若
者

定
住
化
対
策
を
推
進
す
る
。 

問問  

「「
食食
品品
ロロ
スス
」」
へへ
のの
町町
のの
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

答 

住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様
に
食
品
ロ
ス

削
減
へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る  

問問  

①①
新新
教教
育育
長長
のの
就就
任任
にに
ああ
たた
りり
、、
目目
指指
すす
奥奥
多多
摩摩
のの
教教
育育
にに

つつ
いい
てて
問問
うう  

②②
子子
育育
てて
・・
定定
住住
支支
援援
事事
業業
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
教
育
長
と
し
て
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解
し
て
取

り
組
む
②
奥
多
摩
町
独
自
の
特
長
を
生
か
し
て
推
進
す
る  

山なみ会 

小山
こ や ま

 辰
たつ

美
み

議員 

清新会 

小峰
こ み ね

 陽一
よういち

議員 

令和 5年２月５日発行 町 議 会 だ よ り 第 204 号（6）

問	

「
食
品
ロ
ス
」
へ
の
町
の
対
策
に
つ
い
て

答	

住
民
皆
様
や
事
業
者
皆
様
に
食
品
ロ
ス
削
減

	

へ
の
普
及
啓
発
に
努
め
る

問	

①
新
教
育
長
の
就
任
に
あ
た
り
、
目
指
す
奥
多
摩
の
教
育
に

つ
い
て
問
う
　
②
子
育
て
・
定
住
支
援
事
業
に
つ
い
て

答	

①
教
育
長
と
し
て
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
十
分
理
解
し
て
取

り
組
む
　
②
奥
多
摩
町
独
自
の
特
長
を
生
か
し
て
推
進
す
る
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質質
問問
令令
和和
４４
年年
1100
月月
、、
「「
子子
育育
てて
世世
代代
包包

括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
」」
がが
開開
設設
ささ
れれ
たた
。。  

①①
ササ
ーー
ビビ
スス
内内
容容
、、
利利
用用
料料
金金
はは
。。  

②②
次次
年年
度度
以以
降降
のの
予予
定定
はは
。。  

③③
町町
内内
対対
象象
世世
帯帯
、、
町町
外外
移移
住住
希希
望望
者者
等等

へへ
のの
事事
業業
周周
知知
はは
。。  

④④
「「
産産
後後
ドド
ゥゥ
ーー
ララ
」」
とと
いい
うう
資資
格格
がが
ああ

るる
。。
資資
格格
取取
得得
のの
助助
成成
はは
。。
産産
後後
ドド
ゥゥ
ーー

ララ
のの
活活
用用
はは
。。  

町町
長長
①
国
・
都
の
補
助
金
を
活
用
し
、
妊
産

婦
・
新
生
児
訪
問
指
導
事
業
と
し
て
育
児
パ

ッ
ケ
ー
ジ
（
こ
ど
も
商
品
券
１
万
円
）
の
配

布
を
拡
充
。
宿
泊
型
、
通
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
）
型
、
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
、
新

規
事
業
と
し
て
町
外
助
産
院
と
の
業
務
委

託
契
約
に
よ
り
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
開
始

予
定
。
自
己
負
担
額
の
基
本
は
、
宿
泊
型
1

泊
２
日
で
６
千
円
、
２
泊
目
以
降
は
３
千
円

を
加
算
、
原
則
最
長
６
泊
７
日
ま
で
。
通
所

型
1
日
２
千
５
百
円
。
訪
問
型
1
日
１
千

５
百
円
。
（
減
免
制
度
あ
り
） 

②
利
用
状
況
を
み
て
、
今
後
の
展
開
を
検
討
。 

国
で
は
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
が

創
設
さ
れ
、
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
と
経

済
的
支
援
（
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
）

を
一
体
的
に
実
施
。
国
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、

事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
く
。 

③
セ
ン
タ
ー
設
置
は
広
報
10
月
号
、
産
後

ケ
ア
事
業
は
１
月
号
に
掲
載
し
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
掲
載
予
定
。
移
住
希
望
者
等
に
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
冊
子
「
奥

多
摩
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
～
母
子
・
子
育
て
編

～
」
に
産
後
ケ
ア
事
業
を
追
加
。 

④
「
ド
ゥ
ー
ラ
」
と
は
、
語
源
は
ギ
リ
シ
ャ

語
で
、
出
産
前
後
の
母
親
に
寄
り
添
い
優
し

さ
と
愛
情
を
持
つ
、
家
事
や
育
児
の
支
援
者

の
こ
と
。
一
般
社
団
法
人
ド
ゥ
ー
ラ
協
会
は
、

そ
の
必
要
性
を
訴
え
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
養

成
講
座
を
開
催
。
受
講
期
間
約
４
か
月
、
週

１
日
開
催
、
費
用
約
40
万
円
。 

ま
ず
は
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
着
実
な
運
営
と
産
後
ケ
ア
事
業
を
、
国
の

「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
、
推
進
し
て
い
く
。 

質質
問問
１１
①①
住住
民民
主主
体体
でで
行行
わわ
れれ
たた
ワワ
ーー

クク
シシ
ョョ
ッッ
ププ
はは
住住
民民
がが
主主
体体
とと
なな
っっ
てて
のの

まま
ちち
づづ
くく
りり
へへ
のの
意意
識識
をを
高高
くく
感感
じじ
らら
れれ

るる
。。町町
はは
直直
接接
、、住住
民民
やや
関関
係係
人人
口口
のの
方方
々々

のの
意意
見見
をを
聴聴
くく
機機
会会
をを
どど
のの
よよ
うう
にに
考考
ええ

てて
いい
るる
かか
。。
②②
今今
回回
、、
新新
庁庁
舎舎
にに
関関
すす
るる

パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク
ココ
メメ
ンン
トト
がが
7755

項項
目目
出出
ささ

れれ
たた
とと
いい
うう
事事
だだ
がが
、、
町町
のの
パパ
ブブ
リリ
ッッ
クク

ココ
メメ
ンン
トト
にに
対対
すす
るる
基基
本本
的的
なな
対対
応応
はは
。。  

質質
問問
２２
今今
年年
度度
よよ
りり
、、
国国
はは
育育
児児
介介
護護
休休

業業
法法
のの
改改
正正
、、
東東
京京
都都
はは
育育
児児
休休
暇暇
のの
普普

及及
啓啓
発発
のの
たた
めめ
公公
募募
しし
たた
「「
育育
業業
」」
のの
愛愛

称称
のの
採採
用用
等等
でで
育育
休休
のの
推推
進進
をを
促促
しし
てて
いい

るる
がが
、、
町町
のの
取取
りり
組組
みみ
はは
。。  

町町
長長
１１
①
住
民
主
体
の
団
体
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
こ
れ
ま

で
の
奥
多
摩
町
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た

新
し
い
潮
流
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
ま
ち

づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
や
住
民
参
加

の
意
識
が
芽
生
え
て
い
る
事
が
う
か
が

え
る
。
町
と
し
て
は
公
共
の
利
益
や
公
共

の
福
祉
に
資
す
る
よ
う
、
町
行
政
を
進
め

て
い
く
。 

②
庁
舎
建
設
委
員
会
で
は
基
本
構
想
を

ま
と
め
、
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
意
見
聴

取
方
法
と
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
た
。
28
名
か
ら
の
41
件
、
75

項
目
に
及
ぶ
意
見
に
つ
い
て
は
、
原
文
及

び
類
似
意
見
を
集
約
し
、
委
員
会
で
共
有

し
議
論
を
深
め
る
た
め
の
参
考
資
料
と

し
て
活
用
し
た
。
ま
た
、
委
員
会
で
協
議

さ
れ
た
意
見
等
を
基
に
回
答
コ
メ
ン
ト

を
付
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
た
。

今
後
も
基
本
計
画
策
定
に
際
し
て
実
施

す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
一
定
の
時
期

に
住
民
説
明
会
も
開
催
し
て
い
く
。 

町
長
２
育
児
は
「
業
」
で
あ
る
と
都
知
事

が
発
表
し
、
東
京
都
は
育
業
推
進
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
。
町
は
３
月
議
会
に
お
い

て
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
「
非
常
勤
職

員
の
育
休
取
得
の
柔
軟
化
」
等
規
定
を
整

備
し
た
。
今
後
も
仕
事
と
子
育
て
の
両
立

を
支
援
す
る
職
場
環
境
を
目
指
す
。 

答 

国
の
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
、
国
都
の
動
向
を
踏
ま
え
推
進
し
て
い
く  

問問  

子子
育育
てて
世世
代代
包包
括括
支支
援援
セセ
ンン
タタ
ーー
、、
産産
後後

ケケ
アア
事事
業業
推推
進進
にに
つつ
いい
てて  

問問  

①①
住住
民民
参参
加加
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
つつ
いい
てて  

  
  

②②
育育
業業
にに
つつ
いい
てて  

答 

①
公
共
の
利
益 

・
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
よ
う
進
め
る 

②
育
休
取
得
に
柔
軟
化
等
の
規
定
を
整
備 

どんぐり 

伊藤
い と う

 英人
ひ で と

議員 

ガジュマルの会 

相田
あ い だ

恵美子
え み こ

議員 

問問  

①①
住住
民民
参参
加加
のの
まま
ちち
づづ
くく
りり
にに
つつ
いい
てて  

  
  

②②
育育
業業
にに
つつ
いい
てて  

令和 5年 2月５日発行町 議 会 だ よ り第 204 号（7）

問	

①
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　
②
育
業
に
つ
い
て

問	

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
産
後
ケ
ア

事
業
推
進
に
つ
い
て

答	

①
公
共
の
利
益
・
公
共
の
福
祉
に
資
す
る
よ
う
進
め
る

	

②
育
休
取
得
に
柔
軟
化
等
の
規
定
を
整
備

答	

国
の
「
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
」
の
活
用
を
視

野
に
入
れ
、
国
都
の
動
向
を
踏
ま
え
推
進
し
て
い
く
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質質
問問
現現
在在
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
公公
金金
をを
支支
払払

うう
際際
、、
指指
定定
金金
融融
機機
関関
やや
収収
納納
代代
理理
金金
融融

機機
関関
にに
おお
いい
てて
のの
支支
払払
、、
もも
しし
くく
はは
口口
座座

振振
替替
のの
でで
きき
るる
金金
融融
機機
関関
等等
でで
のの
口口
座座
振振

替替
にに
限限
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで

はは
ココ
ンン
ビビ
ニニ
エエ
ンン
スス
スス
トト
アア
でで
のの
支支
払払
がが

可可
能能
でで
ああ
りり
、、
最最
近近
でで
はは
ババ
ーー
ココ
ーー
ドド
がが

印印
字字
ささ
れれ
てて
いい
れれ
ばば
スス
ママ
ーー
トト
フフ
ォォ
ンン
のの

キキ
ャャ
リリ
アア
決決
済済
やや
ネネ
ッッ
トト
ババ
ンン
キキ
ンン
ググ
、、

キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
ササ
ーー
ビビ
スス
等等
でで
自自
宅宅
にに

いい
なな
がが
らら
決決
済済
がが
でで
きき
るる
。。
今今
後後
のの
奥奥
多多

摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
公公
金金
決決
済済
シシ
スス
テテ
ムム
のの
整整

備備
にに
つつ
いい
てて
。。  

町町
長長
町
に
お
け
る
町
税
を
含
む
公
金
の

納
付
方
法
は
、
現
状
で
は
、
指
定
金
融
機

関
や
収
納
代
理
金
融
機
関
で
の
窓
口
納

付
、
あ
る
い
は
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

４
税
目
並
び
に
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、
保
育
料
、

浄
化
槽
使
用
料
、
し
尿
処
理
手
数
料
及
び

給
食
費
の
７
科
目
に
つ
い
て
は
、
一
部
を

除
き
西
東
京
農
業
協
同
組
合
な
ど
４
つ

の
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

多
摩
30
市
町
村
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ペ
イ

ペ
イ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
電
子
マ
ネ

ー
に
よ
る
納
付
は
24
市
町
が
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
、
28
市

町
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ

か
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は

21
市
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
よ
る
納
付
は
10
市
が
利
用
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
電
子
マ

ネ
ー
納
付
を
開
始
し
て
お
り
、
電
子
マ
ネ

ー
な
ど
で
の
納
付
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
と
し
て
有
効

と
考
え
る
が
、
導
入
費
用
や
維
持
管
理
費
、

対
象
と
な
る
科
目
を
ど
こ
ま
で
含
め
る

か
な
ど
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
町
に
お
い
て
、
開
始
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
納
付
方
法
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
検
討
し
て
い
く
。 

   

質質
問問
町町
道道
はは
、、
人人
口口
のの
割割
にに
長長
くく
、、
落落
石石
、、

崩崩
壊壊
危危
険険
箇箇
所所
がが
随随
所所
にに
ああ
るる
。。
現現
在在
、、

町町
のの
道道
路路
状状
況況
はは
目目
視視
にに
よよ
るる
監監
視視
がが
主主

でで
ああ
るる
。。
突突
然然
発発
生生
すす
るる
路路
面面
のの
陥陥
没没
はは

人人
命命
にに
関関
わわ
るる
重重
大大
事事
故故
にに
つつ
なな
がが
るる
可可

能能
性性
がが
ああ
りり
、、
事事
前前
のの
予予
防防
対対
策策
がが
大大
切切
。。

地地
中中
レレ
ーー
ダダ
ーー
やや
スス
ケケ
ルル
カカ
ーー
等等
をを
使使
っっ

たた
路路
面面
陥陥
没没
のの
予予
測測
調調
査査
をを
。。  

町町
長長
生
活
道
路
は
社
会
基
盤
施
設
で
あ

る
。
町
の
発
展
や
産
業
の
振
興
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
災
害
時
に
は
、

緊
急
車
両
の
往
来
な
ど
、
欠
か
せ
な
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
る
。
町
道
の
点
検

は
、
目
視
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

｢

道
路
の
上
部
・
下
部
の
斜
面
状
況｣

や

｢

舗
装
路
面
の
陥
没｣

な
ど
の
点
検
・
確
認

を
行
い
、｢

変
化｣

が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

速
や
か
に｢

道
路
維
持
補
修
事
業｣

を
行

い
、
毎
年
50
件
を
超
え
る｢

町
道
の
維
持

補
修
工
事｣
を
実
施
し
て
い
る
。
道
路
で

陥
没
が
発
生
す
る
原
因
は
、｢

水
道
管｣

や

｢

下
水
道
管｣

な
ど
、
道
路
内
に
埋
設
さ
れ  

て
い
る
管
路
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。
国

の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
に
よ
り
、
東
京
都
水

道
局
に
お
い
て
町
内
各
所
で
水
道
管
の

耐
震
化
工
事
が
進
む
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

道
を
掘
削
し
た
際
に
地
中
障
害
物
や
空

洞
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
情
報
提
供

を
受
け
、
対
応
を
図
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
「
下
水
道
管
・
管
渠
施
設
点
検
調
査
」

を
３
期
14
年
間
で
実
施
す
る
計
画
で
、

管
路
内
に
ロ
ボ
ッ
ト
カ
メ
ラ
や
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
カ
メ
ラ
を
通
す
こ
と
で

漏
水
個
所
や
管
渠
の
劣
化
状
況
等
を
調

査
し
、
長
寿
命
化
を
図
る
。
調
査
に
よ
り
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
影
響
を
与
え
る
箇
所

と
空
洞
化
も
予
見
が
可
能
と
考
え
る
。
ま

た
、
立
木
等
の
影
響
や
そ
の
他
の
要
因
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
状
況
視
察
で
対
応
す

る
。
路
面
陥
没
の
予
測
調
査
は
他
の
事
例

や
費
用
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
道
路
の
機
能
管
理

に
努
め
る
。 

問問  

公公
金金
決決
済済
シシ
スス
テテ
ムム
のの
整整
備備
にに
つつ
いい
てて  

問問  

町町
道道
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
道
路
の
機

能
管
理
に
努
め
る 

答 

当
町
に
お
い
て
も
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納

付
方
法
で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く  
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質質
問問
現現
在在
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
公公
金金
をを
支支
払払

うう
際際
、、
指指
定定
金金
融融
機機
関関
やや
収収
納納
代代
理理
金金
融融

機機
関関
にに
おお
いい
てて
のの
支支
払払
、、
もも
しし
くく
はは
口口
座座

振振
替替
のの
でで
きき
るる
金金
融融
機機
関関
等等
でで
のの
口口
座座
振振

替替
にに
限限
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで

はは
ココ
ンン
ビビ
ニニ
エエ
ンン
スス
スス
トト
アア
でで
のの
支支
払払
がが

可可
能能
でで
ああ
りり
、、
最最
近近
でで
はは
ババ
ーー
ココ
ーー
ドド
がが

印印
字字
ささ
れれ
てて
いい
れれ
ばば
スス
ママ
ーー
トト
フフ
ォォ
ンン
のの

キキ
ャャ
リリ
アア
決決
済済
やや
ネネ
ッッ
トト
ババ
ンン
キキ
ンン
ググ
、、

キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
ササ
ーー
ビビ
スス
等等
でで
自自
宅宅
にに

いい
なな
がが
らら
決決
済済
がが
でで
きき
るる
。。
今今
後後
のの
奥奥
多多

摩摩
町町
にに
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るる
公公
金金
決決
済済
シシ
スス
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に
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を
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の

納
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は
、
現
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で
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指
定
金
融
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関
や
収
納
代
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金
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で
の
窓
口
納
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、
あ
る
い
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、
住
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税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

４
税
目
並
び
に
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
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、
保
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、

浄
化
槽
使
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、
し
尿
処
理
手
数
料
及
び

給
食
費
の
７
科
目
に
つ
い
て
は
、
一
部
を

除
き
西
東
京
農
業
協
同
組
合
な
ど
４
つ

の
金
融
機
関
で
の
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座
振
替
に
よ
る
納
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が
可
能
と
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い
る
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多
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30
市
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で
は
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わ
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イ

ペ
イ
な
ど
を
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と
す
る
電
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に
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納
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は
24
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が
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
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ス
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ア
で
の
納
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は
、
28
市
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が
利
用
可
能
と
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て
お
り
、
こ
の
ほ

か
ク
レ
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ト
カ
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ド
に
よ
る
納
付
は

21
市
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
よ
る
納
付
は
10
市
が
利
用
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
電
子
マ

ネ
ー
納
付
を
開
始
し
て
お
り
、
電
子
マ
ネ

ー
な
ど
で
の
納
付
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
と
し
て
有
効

と
考
え
る
が
、
導
入
費
用
や
維
持
管
理
費
、

対
象
と
な
る
科
目
を
ど
こ
ま
で
含
め
る

か
な
ど
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
町
に
お
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て
、
開
始
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
納
付
方
法
で
あ
る
と
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え

て
お
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、
検
討
し
て
い
く
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町町
道道
はは
、、
人人
口口
のの
割割
にに
長長
くく
、、
落落
石石
、、

崩崩
壊壊
危危
険険
箇箇
所所
がが
随随
所所
にに
ああ
るる
。。
現現
在在
、、

町町
のの
道道
路路
状状
況況
はは
目目
視視
にに
よよ
るる
監監
視視
がが
主主

でで
ああ
るる
。。
突突
然然
発発
生生
すす
るる
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面面
のの
陥陥
没没
はは

人人
命命
にに
関関
わわ
るる
重重
大大
事事
故故
にに
つつ
なな
がが
るる
可可

能能
性性
がが
ああ
りり
、、
事事
前前
のの
予予
防防
対対
策策
がが
大大
切切
。。

地地
中中
レレ
ーー
ダダ
ーー
やや
スス
ケケ
ルル
カカ
ーー
等等
をを
使使
っっ

たた
路路
面面
陥陥
没没
のの
予予
測測
調調
査査
をを
。。  

町町
長長
生
活
道
路
は
社
会
基
盤
施
設
で
あ

る
。
町
の
発
展
や
産
業
の
振
興
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
災
害
時
に
は
、

緊
急
車
両
の
往
来
な
ど
、
欠
か
せ
な
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
る
。
町
道
の
点
検

は
、
目
視
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

｢

道
路
の
上
部
・
下
部
の
斜
面
状
況｣

や

｢

舗
装
路
面
の
陥
没｣

な
ど
の
点
検
・
確
認

を
行
い
、｢

変
化｣

が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

速
や
か
に｢

道
路
維
持
補
修
事
業｣

を
行

い
、
毎
年
50
件
を
超
え
る｢

町
道
の
維
持

補
修
工
事｣
を
実
施
し
て
い
る
。
道
路
で

陥
没
が
発
生
す
る
原
因
は
、｢

水
道
管｣

や

｢

下
水
道
管｣

な
ど
、
道
路
内
に
埋
設
さ
れ  

て
い
る
管
路
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。
国

の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
に
よ
り
、
東
京
都
水

道
局
に
お
い
て
町
内
各
所
で
水
道
管
の

耐
震
化
工
事
が
進
む
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

道
を
掘
削
し
た
際
に
地
中
障
害
物
や
空

洞
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
情
報
提
供

を
受
け
、
対
応
を
図
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
「
下
水
道
管
・
管
渠
施
設
点
検
調
査
」

を
３
期
14
年
間
で
実
施
す
る
計
画
で
、

管
路
内
に
ロ
ボ
ッ
ト
カ
メ
ラ
や
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
カ
メ
ラ
を
通
す
こ
と
で

漏
水
個
所
や
管
渠
の
劣
化
状
況
等
を
調

査
し
、
長
寿
命
化
を
図
る
。
調
査
に
よ
り
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
影
響
を
与
え
る
箇
所

と
空
洞
化
も
予
見
が
可
能
と
考
え
る
。
ま

た
、
立
木
等
の
影
響
や
そ
の
他
の
要
因
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
状
況
視
察
で
対
応
す

る
。
路
面
陥
没
の
予
測
調
査
は
他
の
事
例

や
費
用
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
道
路
の
機
能
管
理

に
努
め
る
。 

問問  

公公
金金
決決
済済
シシ
スス
テテ
ムム
のの
整整
備備
にに
つつ
いい
てて  

問問  

町町
道道
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
道
路
の
機

能
管
理
に
努
め
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当
町
に
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も
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し
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け
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ば
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、
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質質
問問
現現
在在
奥奥
多多
摩摩
町町
でで
はは
公公
金金
をを
支支
払払

うう
際際
、、
指指
定定
金金
融融
機機
関関
やや
収収
納納
代代
理理
金金
融融

機機
関関
にに
おお
いい
てて
のの
支支
払払
、、
もも
しし
くく
はは
口口
座座

振振
替替
のの
でで
きき
るる
金金
融融
機機
関関
等等
でで
のの
口口
座座
振振

替替
にに
限限
らら
れれ
てて
いい
るる
。。
近近
隣隣
のの
自自
治治
体体
でで

はは
ココ
ンン
ビビ
ニニ
エエ
ンン
スス
スス
トト
アア
でで
のの
支支
払払
がが

可可
能能
でで
ああ
りり
、、
最最
近近
でで
はは
ババ
ーー
ココ
ーー
ドド
がが

印印
字字
ささ
れれ
てて
いい
れれ
ばば
スス
ママ
ーー
トト
フフ
ォォ
ンン
のの

キキ
ャャ
リリ
アア
決決
済済
やや
ネネ
ッッ
トト
ババ
ンン
キキ
ンン
ググ
、、

キキ
ャャ
ッッ
シシ
ュュ
レレ
スス
ササ
ーー
ビビ
スス
等等
でで
自自
宅宅
にに

いい
なな
がが
らら
決決
済済
がが
でで
きき
るる
。。
今今
後後
のの
奥奥
多多

摩摩
町町
にに
おお
けけ
るる
公公
金金
決決
済済
シシ
スス
テテ
ムム
のの
整整

備備
にに
つつ
いい
てて
。。  

町町
長長
町
に
お
け
る
町
税
を
含
む
公
金
の

納
付
方
法
は
、
現
状
で
は
、
指
定
金
融
機

関
や
収
納
代
理
金
融
機
関
で
の
窓
口
納

付
、
あ
る
い
は
、
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
の

４
税
目
並
び
に
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、
保
育
料
、

浄
化
槽
使
用
料
、
し
尿
処
理
手
数
料
及
び

給
食
費
の
７
科
目
に
つ
い
て
は
、
一
部
を

除
き
西
東
京
農
業
協
同
組
合
な
ど
４
つ

の
金
融
機
関
で
の
口
座
振
替
に
よ
る
納

付
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

多
摩
30
市
町
村
で
は
、
い
わ
ゆ
る
ペ
イ

ペ
イ
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
電
子
マ
ネ

ー
に
よ
る
納
付
は
24
市
町
が
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納
付
は
、
28
市

町
が
利
用
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ

か
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
は

21
市
、
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
（
ペ
イ
ジ
ー
）

に
よ
る
納
付
は
10
市
が
利
用
可
能
と
さ

れ
て
い
る
。
近
隣
の
市
町
村
に
お
い
て
も
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
及
び
電
子
マ

ネ
ー
納
付
を
開
始
し
て
お
り
、
電
子
マ
ネ

ー
な
ど
で
の
納
付
を
視
野
に
入
れ
る
こ

と
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
面
と
し
て
有
効

と
考
え
る
が
、
導
入
費
用
や
維
持
管
理
費
、

対
象
と
な
る
科
目
を
ど
こ
ま
で
含
め
る

か
な
ど
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
町
に
お
い
て
、
開
始
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
納
付
方
法
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
、
検
討
し
て
い
く
。 

   

質質
問問
町町
道道
はは
、、
人人
口口
のの
割割
にに
長長
くく
、、
落落
石石
、、

崩崩
壊壊
危危
険険
箇箇
所所
がが
随随
所所
にに
ああ
るる
。。
現現
在在
、、

町町
のの
道道
路路
状状
況況
はは
目目
視視
にに
よよ
るる
監監
視視
がが
主主

でで
ああ
るる
。。
突突
然然
発発
生生
すす
るる
路路
面面
のの
陥陥
没没
はは

人人
命命
にに
関関
わわ
るる
重重
大大
事事
故故
にに
つつ
なな
がが
るる
可可

能能
性性
がが
ああ
りり
、、
事事
前前
のの
予予
防防
対対
策策
がが
大大
切切
。。

地地
中中
レレ
ーー
ダダ
ーー
やや
スス
ケケ
ルル
カカ
ーー
等等
をを
使使
っっ

たた
路路
面面
陥陥
没没
のの
予予
測測
調調
査査
をを
。。  

町町
長長
生
活
道
路
は
社
会
基
盤
施
設
で
あ

る
。
町
の
発
展
や
産
業
の
振
興
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
災
害
時
に
は
、

緊
急
車
両
の
往
来
な
ど
、
欠
か
せ
な
い
社

会
イ
ン
フ
ラ
施
設
で
あ
る
。
町
道
の
点
検

は
、
目
視
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。

｢

道
路
の
上
部
・
下
部
の
斜
面
状
況｣

や

｢

舗
装
路
面
の
陥
没｣

な
ど
の
点
検
・
確
認

を
行
い
、｢

変
化｣

が
認
め
ら
れ
た
場
合
、

速
や
か
に｢

道
路
維
持
補
修
事
業｣

を
行

い
、
毎
年
50
件
を
超
え
る｢

町
道
の
維
持

補
修
工
事｣
を
実
施
し
て
い
る
。
道
路
で

陥
没
が
発
生
す
る
原
因
は
、｢

水
道
管｣

や

｢

下
水
道
管｣

な
ど
、
道
路
内
に
埋
設
さ
れ  

て
い
る
管
路
の
老
朽
化
に
よ
る
も
の
。
国

の
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の

５
か
年
加
速
化
対
策
に
よ
り
、
東
京
都
水

道
局
に
お
い
て
町
内
各
所
で
水
道
管
の

耐
震
化
工
事
が
進
む
。
こ
れ
に
伴
い
、
町

道
を
掘
削
し
た
際
に
地
中
障
害
物
や
空

洞
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
情
報
提
供

を
受
け
、
対
応
を
図
る
。
令
和
４
年
度
か

ら
「
下
水
道
管
・
管
渠
施
設
点
検
調
査
」

を
３
期
14
年
間
で
実
施
す
る
計
画
で
、

管
路
内
に
ロ
ボ
ッ
ト
カ
メ
ラ
や
フ
ァ
イ

バ
ー
ス
コ
ー
プ
カ
メ
ラ
を
通
す
こ
と
で

漏
水
個
所
や
管
渠
の
劣
化
状
況
等
を
調

査
し
、
長
寿
命
化
を
図
る
。
調
査
に
よ
り
、

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
影
響
を
与
え
る
箇
所

と
空
洞
化
も
予
見
が
可
能
と
考
え
る
。
ま

た
、
立
木
等
の
影
響
や
そ
の
他
の
要
因
は
、

パ
ト
ロ
ー
ル
時
の
状
況
視
察
で
対
応
す

る
。
路
面
陥
没
の
予
測
調
査
は
他
の
事
例

や
費
用
等
の
情
報
収
集
を
行
い
、
安
全
・

安
心
に
利
用
で
き
る
道
路
の
機
能
管
理

に
努
め
る
。 

問問  

公公
金金
決決
済済
シシ
スス
テテ
ムム
のの
整整
備備
にに
つつ
いい
てて  

問問  

町町
道道
のの
安安
全全
性性
にに
つつ
いい
てて  

答 

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
道
路
の
機

能
管
理
に
努
め
る 

答 

当
町
に
お
い
て
も
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
納

付
方
法
で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く  

宇宙会 

森田
も り た
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問	

公
金
決
済
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
つ
い
て

答	

当
町
に
お
い
て
も
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
納
付
方
法
で
あ
り
、
検
討
し
て
い
く

問	

町
道
の
安
全
性
に
つ
い
て

答	

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
よ
う
道
路
の
機
能
管

理
に
努
め
る
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■会議の予定は変更になる場合があります。 

詳細は下記までお問い合せください。 

【問い合わせ】 議会事務局 ☎ 0428-83-2302（直通） 

質質
問問
今今
年年
かか
らら
初初
めめ
てて
都都
立立
高高
のの
入入
試試

にに
導導
入入
ささ
れれ
るる
英英
語語
スス
ピピ
ーー
キキ
ンン
ググ
テテ
スス

トト
EESSAATT--

JJ
にに
つつ
いい
てて
、、
入入
試試
にに
必必
要要
なな
公公

平平
・・
公公
正正
性性
がが
担担
保保
でで
きき
なな
いい
とと
、、
中中
止止

をを
求求
めめ
るる
声声
がが
広広
がが
っっ
てて
いい
るる
。。
大大
きき
なな

問問
題題
点点
はは
４４
点点
。。
ベベ
ネネ
ッッ
セセ
のの
商商
品品
でで
ああ

るる
GGTTEECC
とと
酷酷
似似
。。
GGTTEECC
をを
受受
けけ
てて
いい
るる
学学
校校

のの
生生
徒徒
にに
有有
利利
とと
なな
りり
、、
公公
平平
とと
はは
言言
ええ

なな
いい
。。
不不
受受
験験
者者
にに
はは
、、
２２
月月
のの
入入
試試
のの

筆筆
記記
のの
点点
数数
がが
近近
いい
他他
のの
受受
験験
生生
1100
人人

程程
度度
のの
EESSAATT--

JJ
のの
平平
均均
点点
がが
与与
ええ
らら
れれ

るる
。。
他他
人人
のの
点点
数数
でで
自自
分分
のの
点点
数数
がが
決決
まま

るる
とと
いい
うう
ああ
りり
ええ
なな
ささ
。。
受受
けけ
なな
いい
方方
がが

受受
けけ
たた
場場
合合
よよ
りり
いい
いい
点点
数数
にに
なな
るる
ここ
とと

もも
。。
EESSAATT--

JJ
はは
11
点点
しし
かか
違違
わわ
なな
いい
のの
にに
、、

入入
試試
でで
はは
４４
点点
にに
差差
がが
拡拡
大大
すす
るる
とと
いい
うう

おお
かか
しし
なな
現現
象象
がが
生生
まま
れれ
るる
。。
11
点点
をを
争争

うう
入入
試試
でで
考考
ええ
らら
れれ
なな
いい
。。
都都
教教
委委
にに
はは

中中
学学
生生
にに
学学
力力
テテ
スス
トト
をを
強強
制制
でで
きき
るる
法法

的的
権権
限限
がが
なな
いい
。。
入入
試試
にに
活活
用用
すす
るる
ここ
とと

はは
事事
実実
上上
のの
強強
制制
。。
教教
育育
基基
本本
法法
でで
禁禁
じじ

らら
れれ
てて
いい
るる
不不
当当
なな
支支
配配
にに
ああ
たた
るる
。。
ここ

のの
問問
題題
だだ
らら
けけ
のの
EESSAATT--

JJ
にに
つつ
いい
てて
、、
町町

のの
認認
識識
はは
。。
まま
たた
奥奥
多多
摩摩
中中
学学
校校
でで
のの
対対

応応
はは
。。
教教
育育
長長
ESAT-

J
の
目
的
は
、
生
徒

の
英
語
、
話
す
こ
と
の
力
を
評
価
し
、
英

語
教
育
の
充
実
や
改
善
に
役
立
て
る
。
都

立
高
校
入
試
に
お
い
て
、
英
語
、
話
す
こ

と
の
能
力
に
つ
い
て
ESAT-

Ｊ
の
結
果
を

活
用
し
、
義
務
教
育
の
学
習
の
成
果
を
的

確
に
測
定
す
る
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

入
学
者
選
抜
学
力
検
査
と
は
異
な
り
、
目

標
に
準
拠
し
た
学
習
達
成
度
を
測
定
す

る
学
力
テ
ス
ト
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
奥
多
摩
中
学
校
で
は
学
校
か
ら
各
家

庭
に
周
知
を
図
っ
て
お
り
、
生
徒
や
保
護

者
か
ら
の
批
判
的
な
意
見
は
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
問
題
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
て

い
る
と
認
識
し
て
い
た
。
現
時
点
で
は
見

え
て
い
な
い
課
題
等
も
あ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
引
き
続
き
学
校
か
ら
の
聞
き
取

り
や
、
生
徒
・
保
護
者
の
意
見
な
ど
を
真 

摯
に
受
け
止
め
、
改
善
す
る
べ
き
こ
と
が

あ
れ
ば
都
教
委
へ
要
望
を
行
っ
て
い
く
。  

                                 

      

次回３月定例会日程（予定）  
日  月  火  水  木  金  土  

     2/24 
議会運営 

委員会 

25 

26 27 28 
 

3/1 2 
 

3 
本会議 

（議案審議） 

4 

5 6 7 
本会議 

（補正予算

審議） 

8 
 

9 
本会議 

（一般質問） 

10 
予算特別 

委員会 

11 

12 13 
 

14 
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委員会 

15 
 

16 
本会議 
(当初予算 

等採決） 

17 18 
 

答 

改改
善善
すす
るる
べべ
きき
ここ
とと
がが
ああ
れれ
ばば
東東
京京
都都
教教
育育
委委
員員

会会
へへ
要要
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をを
行行
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てて
いい
くく  
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語語
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キキ
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現現
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生生
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11
点点
をを
争争
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入入
試試
でで
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ええ
らら
れれ
なな
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都都
教教
委委
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はは

中中
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にに
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入入
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ここ
とと
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本本
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。。
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、
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の
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や
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に
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立
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る
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都
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に
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と
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に
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て
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、
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の
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の
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を
的
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に
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る
、
と
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定
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て
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。

入
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摯
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(当初予算 

等採決） 

17 18 
 

答 

改改
善善
すす
るる
べべ
きき
ここ
とと
がが
ああ
れれ
ばば
東東
京京
都都
教教
育育
委委
員員

会会
へへ
要要
望望
をを
行行
っっ
てて
いい
くく  

問問  

英英
語語
スス
ピピ
ーー
キキ
ンン
ググ
テテ
スス
トト
EESSAATT

JJ
にに
つつ
いい
てて  

日本共産党 

大澤
おおさわ

由
ゆ

香里
か り

議員 

令和 5年 2月５日発行町 議 会 だ よ り第 204 号（9）

問	

英
語
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
テ
ス
ト
ESAT-

J
に
つ
い
て

答	

改
善
す
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
東
京
都
教
育
委

員
会
へ
要
望
を
行
っ
て
い
く
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月月    

3
日  

教
育
文
化
活
動
奨
励
証
授
与
式  

 
 

 

奥
多
摩
中
学
校
音
楽
祭 

6
日 

奥
多
摩
町
文
化
芸
術
展
催
し
物
の
部 

 
  

8
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

9
日 

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
第
３
委
員
会 

10
日 

山
梨
県
上
野
原
市
議
会
が
行
政
視
察 

14
日 

西
多
摩
市
町
村
議
長
意
見
交
換
会 

東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
１
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

15
日 

（
一
社
）
全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会 

17
日 

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

19
日 

古
里
小
学
校
学
芸
会 

21
日 

議
会
運
営
委
員
会 

23
・
24
日 

氷
川
小
学
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ 

ィ
バ
ル 

24
日 

例
月
出
納
検
査 

25
日 

青
梅
商
工
会
議
所
70
周
年
記
念
式 

典 

30
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

 
 

 
 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

1122

月月    

2
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

6
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

11
日 

加
藤
旗
争
奪
駅
伝
競
走
大
会 

12
日 

庁
舎
建
設
委
員
会 

13
日 

歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金 

配
分
会 

 
 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
地
域
配
分
推

せ
ん
委
員
会 

22
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
間
連
絡
道
路
建

設
促
進
協
議
会
定
期
総
会
（
書
面

開
催
） 

11

月月    

5
日 

青
梅
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会 

7
日 

青
梅
警
察
署
武
道
始
式
・
協
力
三
団 

体
主
催
懇
親
会 

8
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
出
初
式 

9
日 

二
十
歳
を
祝
う
会 

10
日 
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会
正
副
委
員
長
会 

議 

11
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

13
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総 

 
 

 

会 東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
２
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

16
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会 

17
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

19
日 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

23
日 

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
第
二

部
会 

26
日 

例
月
出
納
検
査 

30
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
2
委
員
会 

                            

編 

集 

後 

記 
 

 

令
和
５
年
１
月
８
日
、
晴
天
の
中
、
奥

多
摩
町
消
防
団
の
出
初
式
が
古
里
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
青
空
を
バ
ッ
ク
に
色
と
り
ど
り
の
一

斉
放
水
が
新
年
の
明
る
い
門
出
を
祝
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

令
和
元
年
12
月
初
旬
、
中
国
の
武
漢

市
で
第
１
例
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か

数
ケ
月
ほ
ど
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

言
わ
れ
る
世
界
的
な
流
行
と
な
り
、
日
本

に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
１
月
15
日
に

最
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

丸
３
年
が
経
っ
た
現
在
で
も
収
束
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
類
は
過

去
に
お
い
て
天
然
痘
や
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ

等
の
感
染
症
と
戦
い
、
英
知
に
よ
っ
て
克

服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、
共

に
労
わ
り
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

森
田 

紀
子 

記 

伊
藤 

英
人 

相
田
恵
美
子 

木
村 

 
 

圭 

小
峰 

陽
一 

 

  
≪≪おお知知ららせせ≫≫  
町町議議会会だだよよりり前前号号（（220033 号号））のの 1100 ペペーージジ、、町町議議会会

議議員員メメーールルアアドドレレスス公公開開ににつついいてておお知知ららせせををしし

てていいまますすがが、、迷迷惑惑メメーールル防防止止ののたためめ、、現現在在、、ホホーー

ムムペペーージジ掲掲載載上上ののアアドドレレススかからら、、直直接接、、メメーールル画画

面面へへ接接続続ししてていいまませせんん。。ごご理理解解ををおお願願いいいいたたししまま

すす。。  

議議会会だだよよりりののごご感感想想ををおお寄寄せせくくだだ

ささいい。。  

ままたた、、議議会会にに対対すするるごご意意見見ごご要要望望

等等ががあありりままししたたらら、、おお気気軽軽にに議議会会

事事務務局局ままででおお知知ららせせくくだだささいい。。  

3
日	

教
育
文
化
活
動
奨
励
証
授
与
式	

	

奥
多
摩
中
学
校
音
楽
祭

6
日	

奥
多
摩
町
文
化
芸
術
展
催
し
物
の
部　

	

8
日	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

9
日	

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進

	

協
議
会
第
３
委
員
会

10
日	

山
梨
県
上
野
原
市
議
会
が
行
政
視
察

14
日	

西
多
摩
市
町
村
議
長
意
見
交
換
会

	

東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
１
回
委
員

	

研
修
会
（
ｗ
e
ｂ
）

15
日	

（
一
社
）
全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会

17
日	

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会

19
日	

古
里
小
学
校
学
芸
会

21
日	

議
会
運
営
委
員
会

23
・
24
日　

氷
川
小
学
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

24
日	

例
月
出
納
検
査

25
日	

青
梅
商
工
会
議
所
70
周
年
記
念
式
典

30
日	

町
議
会
第
4
回
定
例
会

	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

13
日	

歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
配

	

分
会

	

赤
い
羽
根
共
同
募
金
地
域
配
分
推
せ
ん	

	

委
員
会

22
日	

特
定
事
案
検
討
委
員
会

23
日	

例
月
出
納
検
査

	

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
間
連
絡
道
路
建
設

	

促
進
協
議
会
定
期
総
会(

書
面
開
催
）

5
日　

	

青
梅
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会

7
日	

青
梅
警
察
署
武
道
始
式
・
協
力
三
団
体

	

主
催
懇
親
会

8
日	
奥
多
摩
町
消
防
団
出
初
式

9
日	
二
十
歳
を
祝
う
会

10
日	
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進
協

	

議
会
第
３
委
員
会
正
副
委
員
長
会
議

11
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

13
日	

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総
会

	

東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
２
回
委
員
研

	

修
会
（
ｗ
e
ｂ
）

16
日	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進
協

	

議
会
第
３
委
員
会

17
日	

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

19
日	

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

23
日	

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
第
二
部

	

会

26
日	

例
月
出
納
検
査

30
日	

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進
協

	

議
会
第
2
委
員
会

2
日	

町
議
会
第
4
回
定
例
会

6
日	

町
議
会
第
4
回
定
例
会

11
日	

加
藤
旗
争
奪
駅
伝
競
走
大
会

12
日	

庁
舎
建
設
委
員
会

 10
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月月    

3
日  

教
育
文
化
活
動
奨
励
証
授
与
式  

 
 

 

奥
多
摩
中
学
校
音
楽
祭 

6
日 

奥
多
摩
町
文
化
芸
術
展
催
し
物
の
部 

 
  

8
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

9
日 

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
第
３
委
員
会 

10
日 

山
梨
県
上
野
原
市
議
会
が
行
政
視
察 

14
日 

西
多
摩
市
町
村
議
長
意
見
交
換
会 

東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
１
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

15
日 

（
一
社
）
全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会 

17
日 

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

19
日 

古
里
小
学
校
学
芸
会 

21
日 

議
会
運
営
委
員
会 

23
・
24
日 

氷
川
小
学
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ 

ィ
バ
ル 

24
日 

例
月
出
納
検
査 

25
日 

青
梅
商
工
会
議
所
70
周
年
記
念
式 

典 

30
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

 
 

 
 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

1122

月月    

2
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

6
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

11
日 

加
藤
旗
争
奪
駅
伝
競
走
大
会 

12
日 

庁
舎
建
設
委
員
会 

13
日 

歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金 

配
分
会 

 
 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
地
域
配
分
推

せ
ん
委
員
会 

22
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
間
連
絡
道
路
建

設
促
進
協
議
会
定
期
総
会
（
書
面

開
催
） 

11

月月    

5
日 

青
梅
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会 

7
日 

青
梅
警
察
署
武
道
始
式
・
協
力
三
団 

体
主
催
懇
親
会 

8
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
出
初
式 

9
日 

二
十
歳
を
祝
う
会 

10
日 
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会
正
副
委
員
長
会 

議 

11
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

13
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総 

 
 

 

会 東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
２
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

16
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会 

17
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

19
日 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

23
日 

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
第
二

部
会 

26
日 

例
月
出
納
検
査 

30
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
2
委
員
会 

                            

編 

集 

後 

記 
 

 

令
和
５
年
１
月
８
日
、
晴
天
の
中
、
奥

多
摩
町
消
防
団
の
出
初
式
が
古
里
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
青
空
を
バ
ッ
ク
に
色
と
り
ど
り
の
一

斉
放
水
が
新
年
の
明
る
い
門
出
を
祝
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

令
和
元
年
12
月
初
旬
、
中
国
の
武
漢

市
で
第
１
例
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か

数
ケ
月
ほ
ど
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

言
わ
れ
る
世
界
的
な
流
行
と
な
り
、
日
本

に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
１
月
15
日
に

最
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

丸
３
年
が
経
っ
た
現
在
で
も
収
束
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
類
は
過

去
に
お
い
て
天
然
痘
や
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ

等
の
感
染
症
と
戦
い
、
英
知
に
よ
っ
て
克

服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、
共

に
労
わ
り
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

森
田 

紀
子 

記 

伊
藤 

英
人 

相
田
恵
美
子 

木
村 

 
 

圭 

小
峰 

陽
一 

 

  
≪≪おお知知ららせせ≫≫  
町町議議会会だだよよりり前前号号（（220033 号号））のの 1100 ペペーージジ、、町町議議会会

議議員員メメーールルアアドドレレスス公公開開ににつついいてておお知知ららせせををしし

てていいまますすがが、、迷迷惑惑メメーールル防防止止ののたためめ、、現現在在、、ホホーー

ムムペペーージジ掲掲載載上上ののアアドドレレススかからら、、直直接接、、メメーールル画画

面面へへ接接続続ししてていいまませせんん。。ごご理理解解ををおお願願いいいいたたししまま

すす。。  

議議会会だだよよりりののごご感感想想ををおお寄寄せせくくだだ

ささいい。。  

ままたた、、議議会会にに対対すするるごご意意見見ごご要要望望

等等ががあありりままししたたらら、、おお気気軽軽にに議議会会

事事務務局局ままででおお知知ららせせくくだだささいい。。  
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月月    

3
日  

教
育
文
化
活
動
奨
励
証
授
与
式  

 
 

 

奥
多
摩
中
学
校
音
楽
祭 

6
日 

奥
多
摩
町
文
化
芸
術
展
催
し
物
の
部 

 
  

8
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

9
日 

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促 

進
協
議
会
第
３
委
員
会 

10
日 

山
梨
県
上
野
原
市
議
会
が
行
政
視
察 

14
日 

西
多
摩
市
町
村
議
長
意
見
交
換
会 

東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
１
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

15
日 

（
一
社
）
全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会 

17
日 

奥
多
摩
町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

19
日 

古
里
小
学
校
学
芸
会 

21
日 

議
会
運
営
委
員
会 

23
・
24
日 

氷
川
小
学
校
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ 

ィ
バ
ル 

24
日 

例
月
出
納
検
査 

25
日 

青
梅
商
工
会
議
所
70
周
年
記
念
式 

典 

30
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

 
 

 
 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

1122

月月    

2
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

6
日 

町
議
会
第
4
回
定
例
会 

11
日 

加
藤
旗
争
奪
駅
伝
競
走
大
会 

12
日 

庁
舎
建
設
委
員
会 

13
日 

歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金 

配
分
会 

 
 

 

赤
い
羽
根
共
同
募
金
地
域
配
分
推

せ
ん
委
員
会 

22
日 

特
定
事
案
検
討
委
員
会 

23
日 

例
月
出
納
検
査 

 

奥
多
摩
町
・
檜
原
村
間
連
絡
道
路
建

設
促
進
協
議
会
定
期
総
会
（
書
面

開
催
） 

11

月月    

5
日 

青
梅
商
工
会
議
所
新
年
賀
詞
交
歓
会 

7
日 

青
梅
警
察
署
武
道
始
式
・
協
力
三
団 

体
主
催
懇
親
会 

8
日 

奥
多
摩
町
消
防
団
出
初
式 

9
日 
二
十
歳
を
祝
う
会 

10
日 
三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会
正
副
委
員
長
会 

議 

11
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

13
日 

西
多
摩
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
総 

 
 

 

会 東
京
都
市
監
査
委
員
会
第
２
回
委
員 

研
修
会
（
ｗ
℮
ｂ
） 

16
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
３
委
員
会 

17
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会 

19
日 

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会 

23
日 

三
多
摩
地
区
消
防
運
営
協
議
会
第
二

部
会 

26
日 

例
月
出
納
検
査 

30
日 

三
多
摩
上
下
水
及
び
道
路
建
設
促
進 

協
議
会
第
2
委
員
会 

                            

編 

集 

後 

記 
 

 

令
和
５
年
１
月
８
日
、
晴
天
の
中
、
奥

多
摩
町
消
防
団
の
出
初
式
が
古
里
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
青
空
を
バ
ッ
ク
に
色
と
り
ど
り
の
一

斉
放
水
が
新
年
の
明
る
い
門
出
を
祝
っ

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

令
和
元
年
12
月
初
旬
、
中
国
の
武
漢

市
で
第
１
例
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
が
報
告
さ
れ
て
か
ら
、
わ
ず
か

数
ケ
月
ほ
ど
の
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

言
わ
れ
る
世
界
的
な
流
行
と
な
り
、
日
本

に
お
い
て
は
、
令
和
２
年
１
月
15
日
に

最
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
か
ら

丸
３
年
が
経
っ
た
現
在
で
も
収
束
に
至

っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
人
類
は
過

去
に
お
い
て
天
然
痘
や
ペ
ス
ト
、
コ
レ
ラ

等
の
感
染
症
と
戦
い
、
英
知
に
よ
っ
て
克

服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
、
共

に
労
わ
り
あ
い
、
支
え
あ
っ
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。 

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
健
康
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

森
田 

紀
子 

記 

伊
藤 

英
人 

相
田
恵
美
子 

木
村 

 
 

圭 

小
峰 

陽
一 

 

  
≪≪おお知知ららせせ≫≫  
町町議議会会だだよよりり前前号号（（220033 号号））のの 1100 ペペーージジ、、町町議議会会

議議員員メメーールルアアドドレレスス公公開開ににつついいてておお知知ららせせををしし

てていいまますすがが、、迷迷惑惑メメーールル防防止止ののたためめ、、現現在在、、ホホーー

ムムペペーージジ掲掲載載上上ののアアドドレレススかからら、、直直接接、、メメーールル画画

面面へへ接接続続ししてていいまませせんん。。ごご理理解解ををおお願願いいいいたたししまま

すす。。  

議議会会だだよよりりののごご感感想想ををおお寄寄せせくくだだ

ささいい。。  

ままたた、、議議会会にに対対すするるごご意意見見ごご要要望望

等等ががあありりままししたたらら、、おお気気軽軽にに議議会会

事事務務局局ままででおお知知ららせせくくだだささいい。。  
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